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名称工事番号・工事名令和7年度 A-002特記仕様書（１） No scale第76回全国植樹祭お野立所新築工事

矢野青山建築設計事務所 矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会

　２　受注者は、前項の場合は、再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を工事完成時に提出すること。

　３　受注者は、再生資源利用（促進）計画書及び実施書を、建設副産物情報交換システム（COBRIS）により作成すること。
　４　受注者は、再生資源利用（促進）計画書及び実施書を工事完成後５年間保存すること。
　５　受注者は、土砂を再資源利用計画に記載した搬入元から搬入したときは、法令等に基づき、速やかに受領書を搬入元に
　　　交付しなければならない。
　６　受注者は、再生資源利用促進計画の作成に当たり、建設発生土を工事現場から搬出する場合は、工事現場内の土地の掘削

　　　その他の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策法等の手続き状況や搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど
　　　適正であることについて、法令等に基づき確認しなければならない。また、確認結果は再生資源利用促進計画に添付すると
　　　ともに、工事現場において公衆の見やすい場所に掲げなければならない。
　７　受注者は、建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするときは、再生資源利用促進計画に記載した事項（搬出先の

　８　受注者は、建設発生土を再生資源利用促進計画に記載した搬出先へ搬出したときは、法令等に基づき、速やかに搬出先の

　　　再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成し、施工計画書に含めて提出すること。また、受注者は、法令等に
　　　基づき、工事現場において再生資源利用計画を公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

　　　なお、再生資材の利用及び建設副産物の発生・搬出が無い場合でも、工事概要のみ記載して提出すること。

　１　受注者は、本工事の請負金額が100万円以上の場合、再生資材の利用及び建設副産物の発生・搬出の有無や多寡に関わらず、

　（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する
　（２）　特記事項は○印のついたものを適用する

　　　　　　　　　　ものとする。可塑剤は、難揮発性のものとする。

３　特　記　付　加　事　項

工　事　仕　様　書

１　工　事　概　要

２．敷　地　面　積

３．工　事　種　目

・構造

・新築

７．耐火建築物等（耐・準耐・無）

６．防火地域等の内外（防・準防・２２条・外）

５．用途地域

４．都市計画区域等の内外（内・準・外）

１．共通仕様

２．特記仕様

　（４）　材料及び製造所等の記載は順不同である

　　　　　　　　・仮設工事計画図（仮設建物）　・施工計画書　　・その他監督員の指示するもの
試 験 報 告 書　・鉄筋　　・レディミクストコンクリート　　・杭打　　・アスファルト切取検査　　・鋼材　　

　　　　（以下「標準仕様書」という）による。

・その他監督員の指示するもの

承　認　事　項　・実施工程表　・下請業者名簿（主要材料共）　・現寸図（矩計、サッシ等）及び施工図　・加工図　・木材明細書　
　　　　　　　　　・レディミクストコンクリート調合表　・アスファルト配合設計報告書　　

工　事　報　告　・日報又は工事日誌

章 特　　記　　事　　項項　　目

１　

一
般
共
通
事
項

14 室内空気汚染（揮
発性有機化合物）
対策 測定法　　　　　　（※　追補による　　・　　　　　　　）

木工事用接着剤　　　接着剤に含まれている可塑剤は、難揮発性のものとする。
木材保存材　　　　　木材保護剤（木材の防腐・防蟻処理）は、非有機リン系とする。

　　　　　　　　　　あるいはそれと同等の基準、性能に適合するもの。
壁紙　　　　　　　　ホルムアルデヒドの放出量が「生活環境の安全に配慮したインテリア材料に関するガイドライン(ＩＺＭ)」

　監督員と協議した対象室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める基準以下であることを確認し監督員に
報告する。

　防腐・防蟻処理の方法
　　　工場における加圧式とし、充分に乾燥を行う。だだし、現場における加工が生じた場合は、加工した箇所に対し、現場に
　　て木材保護剤を塗布することとする。
塗料材料　　　　　　ホルマリン不検出のもので、水性形のものとする。
内装工事用接着剤　　壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、巾木に使用する接着剤はホルマリン不検出のもので、水性形の

　（３）　項目に記載の（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目を示す

・
　　　　○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する
　　　　○印と○印のついた場合は共に適用する※

16 完成写真
分類・規格 撮影箇所 部数 原版の大きさ（ｍｍ）

・カラー　　※キャビネ版 4面(外観)＋内観 　※１００×１２５以上２　　部
（原版共）　・全紙パネル（425×525mm程度） １　　　箇所 １　　部 　・２４×３６以上
・カラー四つ切り（アルミ額縁入り） 　　　　箇所 　　部

17 完成時の提出図書

下記のものを監督員に提出する。

完成写真等の撮影業者　　※監督員の承諾する撮影業者
上記のほか、監督員指示の箇所をデジタルカメラにて撮影し、ＣＤ－Ｒにて提出すること。

※完成図（作成範囲　・配置図　・平面図　・立面図　・断面図　・仕上表）

（１．７．１～３）

原版ともカラー・電子データ化（ＣＤ－Ｒ）し、すべて提出すること。

※施工図及び完成図は、2折製本1部を提出する。

※保全に関する資料　（提出部数　　※１部　　・　　部）
　・デジタルカメラで撮影された工事写真（データ提出）構造上主要な箇所すべての工事写真を含む
　　ただし、完成写真、着工前写真及び監督員が指示する写真については、紙成果品を併せて納品すること。

技能検定職種工事種目
　・とび作業
　・鉄筋組立作業

　・型枠工事作業
　・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業
　・構造物鉄工作業

　・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業
　・とび作業

　・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 　・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業
　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水作業
　・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業 　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
　・ＦＲＰ防水工事作業
　・石張り作業
　・タイル張り作業
　・大工工事作業
　・内外装板金作業
　・スレート工事作業
　・鋼製下地工事作業
　・内外装板金作業

　・左官作業
　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

　・ｶﾞﾗｽ工事作業
　・自動ﾄﾞｱ施工作業

　・金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業
　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業
　・ｶﾞﾗｽ工事作業
　・建築塗装作業
　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 ・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上作業
　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上工事作業
　・壁装作業
　・建築配管作業
　・融解ﾍﾟｲﾝﾄﾏｰｶｰ工事作業　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業
　・造園工事作業

技能検定作業

・造園
・路面表示施工
・配管
・表装

・内装仕上施工
・塗装
・ガラス施工
・サッシ施工
・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工
・自動ドア施工
・ガラス施工
・サッシ施工
・左官
・建築板金
・内装仕上施工
・スレート施工
・建築板金
・建築大工
・タイル張り

・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ施工
・防水施工

・石材施工

・ﾌﾞﾛｯｸ建築
・とび
・鉄工

・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工
・型枠施工
・鉄筋施工
・とび

・木工事

・石工事
・タイル工事

・屋根及びとい工事

・左官工事
・建具工事

・金属工事

・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・塗装工事
・内装工事

・排水工事
・舗装工事
・植栽工事

・コンクリート工事

・鉄骨工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

・防水工事

・仮設工事
・鉄筋工事

技能士 ・適用する　　・適用しない

（１．５．２）

ただし、上記により難い場合は、監督員と協議のうえ、適用する工事種目を決定することとする。

　　　別表－３
　再生材の搬入については、次の場所に搬入すること。

　　　別表－２
規模 使用箇所

　密粒度アスファルトコンクリート 道路舗装の表層に使用する。
　骨材の最大粒径２０ｍｍ又は１３ｍｍ
　（再生加熱アスファルト混合物）
　粗粒度アスファルトコンクリート
　骨材の最大粒径２０ｍｍ又は１３ｍｍ
　（再生加熱アスファルト混合物）
　アスファルト安定処理

　再生粒調砕石
　（再生加熱アスファルト混合物）

アスファルト安定処理工で行う上層

中間層、基層に使用する。

路盤に使用する。
上層路盤工等路盤材料に使用する。

再生加熱
アスファルト
混合物

　（ＲＭ－２５）
　再生砕石　（ＲＣ－４０）

（中間層で当分の間供用する場合には使用しない）

構造物の基礎材及び裏込材等に使用する。
道路の路盤に使用する。

再生砂 管路の埋め戻し材料に使用する。

再生骨材

　　　なお適正な品質が保証できない場合及び再生材の確保が困難な場合は、監督員と協議すること。

　　によること。
　２　再生資材の品質に関しては、使用に際し、舗装再生便覧【（公社）日本道路協会発刊】やコンクリート副産物の再利用に

　　ればならない。
関する用途別暫定品質基準（案）等を遵守し、適正な品質を確保するため再生処理施設において、品質の確認を行なわなけ

４（再生資材の利用）
　１　受注者は、別表－２の資材の使用に際し、再生資材を使用すること。なお、再生資源の搬入にあっては、別表－３

１ 適用基準

　適用する　　受注工事金額が５００万円以上が対象
　工事カルテの作成及び登録
　　工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、監督員に提出し確認を受けたあとに、（一財）日本建設情報総合センタ－
　（ＪＡＣＩＣ）に登録するとともに、同センター発行の「登録内容確認書」の写しを監督員に提出するものとする。

　工事着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し、監督員に提出する。

　施工計画書の内容を変更する必要が生じた場合は、監督員に報告するとともに、施工等に支障がないよう適切な処理を講ずる。

　品質計画、一工程の施工の確認を行う段階及び施工の具体的な計画を定めた工種別の施工計画書を当該工事の施工に先立ち作成
　し、監督員に提出する。

　　　なお、現場施工に着手する日については、特別の事情がない限り、契約書に定める工事始期日以降30日以内としなければな

　　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資材機器の搬入又は仮設工事等が開始されるまで
４（主任技術者又は監理技術者の専任）
　　に支障をきたす恐れがある場合は、着衣への縫込又はヘルメットへのシール添付等の他の方法によることができる。
　　者）の主任（監理）技術者に、氏名及び会社名の入った名札等を着用させなければならない。ただし、名札の着用により作業

３（名札等の着用）

　　(４)　受注者は、工事完成後、全ての精算下請負代金額を記載した施工体系図に最終の下請契約書の写しを添付して発注者に
　　　　提出しなければならない。

　　　　らない。
　　　　が見やすい規定により工事関係者場所及び公衆が見やすい場所に掲げるとともに、すみやかに発注者に提出しなければな
　　(３)　受注者は、施工体系図に変更が生じた場合は、その都度施工体系図を変更し、上記(１)、(２)の規定により工事関係者
　　　　者に提出しなければならない。
　　(２)　受注者は、上記(１)に定める施工体系図を工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げるとともに、発注
　　　　ことができる。
　　　　た施工体系図を作成しなければならない。ただし、施工計画書の提出が省略されている工事については、作成を省略する
　　(１)　受注者は、建設業法施行規則（昭和24年建設省令第14号）第14条の6に定める、各下請負者の施工の分担関係を表示し
２（施工体系図）
　　　　に提出しなければならない。
　　　　負者が雇用関係にある場合は、ただちに雇用関係を証明するための書類（雇用関係証明書）を作成するとともに、発注者
　　　　ない作業員が現場で作業を行っていた場合は、その理由を説明しなければならない。なお、その作業員と受注者又は下請
　　(３)　受注者は、上記(１)、(２)に定める「現場作業員名簿」による作業員の雇用確認の際に、「現場作業員名簿」に記載の
　　　　これに協力しなければならない。
　　(２)　受注者は、監督員等が作業員の本人確認のために行う氏名等の確認作業について、作業員に事前の周知を行うとともに、
　　　　けなければならない。
　　(１)　受注者は、当該工事において作業を行う全ての作業員を記載した「現場作業員名簿」を作成すると共に、現場に備え付
１（作業員の雇用確認）

　　　受注者は、現場代理人及び自社を含む当該工事に係る請負契約を締結している建設業者（２次下請以降を含む全ての下請負

　　の期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　　らない。

　　工事施工状況写真の撮影対象，撮影時期及び撮影要領は、工事写真の撮り方（建築編）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　による。

１（建設副産物の適正処理）
　　　建設副産物の処理にあたっては、「建設副産物適正処理推進要綱(平成14年5月31日付け国土交通事務　次官通達)」に準拠
　　し、建設副産物の適正処理に努めなければならない。
２（建設副産物の適正処理）
　　　建設副産物の再利用については、適正に実施すること。
　　　建設副産物の品質等により利用が困難な場合は、監督員と協議すること。
３（建設副産物の搬出）
　　　建設副産物の搬出については、別表－１により行うこと。なお、建設副産物のうち産業廃棄物に該当する建設副産物の処理
　　は、下記１ ２ ３ によること。

　１　処理計画書
　　　受注者は、工事の施工により産業廃棄物が発生した場合、産業廃棄物処理計画書（別紙様式－３）を提出し、監督員の承諾

　　すること。
　　　受入れ場所等との協議等で、他の受入れ場所へ搬出する必要がある場合、又は他の受入れ場所がない場合は、監督員と協議

　　を得た後、処理しなければならない。また　計画に変更が生じた場合も同様とする。
　２　受注者は、産業廃棄物処理計画書提出時に、下記事項についても提出しなければならない。
　　（１）産業廃棄物処理委託契約書（写）
　　（２）処理業者の許可証（写）
　　（３）積替・保管施設、中間処理施設、最終処分場等までの運搬経路地図及び写真

　　　　した積載状況、処分先への搬入状況等）の施工管理資料を整理し、工事施工中においては、１週間ごとに監督員に提示し
　３（１）受注者は、産業廃棄物の処理を適正に行い、産業廃棄物処分状況の分かる写真等（提出車輌の車輌番号、数量等を明示

　　　　なければならない。
　　（２）受注者は、工事施工後３（１）の施工管理資料のほか、産業廃棄物処理計画書に実績を記入した産業廃棄物処理実施書
　　　　を提出しなければならない。
　４（１）受注者は産業廃棄物処理の委託に際して、廃棄物の種類ごとにマニフェストまたは電子マニフェストを使用し委託した
　　　　産業廃棄物が適正に処理されたかどうか確認しなければならない。
　　　　　また、マニフェストの交付に際しては、廃棄物処理責任者が廃棄物の種類、数量、単位、発行日等の必要事項を記載し
　　　　なければならない。

　　　　　ただし、工期内に最終処分が完了することが困難な場合で、発注者が認める場合においては、Ｄ票の写しまたは処分通

　　（２）受注者は、工事施工中においては、３（１）の施工管理資料とともに、マニフェスト使用の場合は返却されたマニフェ

　　（３）受注者は、産業廃棄物が適正に処理されたことを確認したうえで、工事施工後、マニフェスト仕様の場合Ｅ票の写し、
　　　　ストの写し、電子マニフェストの場合は情報処理センターからの通知の画面印刷を監督員へ提示しなければならない。

　　　　仕様の場合は情報処理センターからの処分通知の画面印刷を提電子マニフェスト出しなければならない。

　　　　知の画面印刷を提出するものとし、最終処分完了後、確認出来次第、速やかにＥ票または最終処分通知の画面印刷を、工
　　　　事完了に関係なく提出するものとする。
　５【資源環境促進税について】
　　　本工事で発生する産業廃棄物を、県内の最終処分場に搬入する場合（中間処理施設を経由する場合を含む。）は、資源循環
　　環促進税が課税されるので適切に処理すること。

　　別表－１

　　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第２条第５項の規定による特定建設資材の処理及び産業廃棄物に該当
　する建設副産物の処理は、次の場所とする。

　　（２）土砂（処分）

　　　　【愛媛県HP】　特定事業場　：https://www.pref.ehime.jp/h15700/dosyajourei.html

　　（１）コンクリート塊

　　（２）アスファルト・コンクリート塊

　　（３）建設発生木材・伐採樹木

　　（４）建設汚泥

　　（５）その他

　ｋｍ

・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　　

　ｋｍ

　・がれき類

　ｋｍ

・硝子・陶磁器類

　ｋｍ

・石膏ボード ・蛍光ランプ

　ｋｍ
AM　：　～PM　：　 AM　：　～PM　：　 AM　：　～PM　：　AM　：　～PM　：　 AM　：　～PM　：　

　　　　　　　　　　　管理型処分場：https://www.pref.ehime.jp/h15700/meibo/sanpai_meibo.html

　　　※　上記１の（２）で積算上見込んでいる場所と２については、受注者の提示する場所と異なる場合においても

（１．１．４）
登録

工事実績情報の２

３ 施工計画書

（１．２．２）

４ 適正な施工体制の
確保

５

（１．２．４）

６ 発生材の処理等
（１．３．１１）

　　　　設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものではない事項については

　　　　この限りではない。

　１　建設副産物（建設発生土）の搬出については、次の場所に搬出すること。
　　（１）土砂（流用）

　２　建設副産物（建設発生土以外）の搬出については、次の場所への搬出を見込んでいる。

　　　　　場　　所：
　　　　　工 事 名：
　　　　　受入時間：AM　：　～PM　：
　　　　　また、運搬距離は、　　kmを見込んでいる。

　　　　　愛媛県の許可を受けた特定事業場等（下記参照）

　　　　　事業所名：
　　　　　受入時間：AM　：　～PM　：
　　　　　また、運搬距離は、　　　kmを見込んでいる。

　　　　　事業所名：
　　　　　営業時間：AM　：　～PM　：
　　　　　また、運搬距離は、　　kmを見込んでいる。

　　　　　事業所名：
　　　　　営業時間：AM　：　～PM　：
　　　　　また、運搬距離は、　　kmを見込んでいる。

　　　　　事業所名：
　　　　　営業時間：AM　：　～PM　：
　　　　　また、運搬距離は、　　kmを見込んでいる。

　　　　　事業所名：
　　　　　営業時間：AM　：　～PM　：
　　　　　また、運搬距離は、　　kmを見込んでいる。

　　　　　事業所名：
　　　　　営業時間：
　　　　　また、運搬距離は、
　　　　を見込んでいる。

　　　　　　　　　　　（処分方法が"埋立"又は"管理型埋立"であり産業廃棄物の種類が"汚泥"の処分場に限る）

２　建　築　工　事　仕　様（令和４年改正）

　　（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（令和４年版）」

　※建築工事標準詳細図（以下「標準図」という）　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）
　・建築構造設計基準及び参考資料　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和３年版）

工事の記録等

　　受注者は、本工事が対象建設工事の場合、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときには、同法第18条第1項に

　　基づき、以下の事項を記録し報告しなければならない。なお、様式は再生資源利用（促進）実施書とする。

　（１）再資源化等が完了した年月日
　（２）再資源化等をした施設の名称及び所在地　　

　　（３）再資源化等に要した費用

　　１　建設副産物の再利用については、適正に実施すること。
　　２　建設副産物の品質等により利用が困難な場合は、監督員と協議すること。

（２）　新築工事 （３）　建設以外のものに係る解体工事又は新築工事
　　　について契約前に監督員と協議を行うこと。

７（再資源化等報告書）

８（建設副産物の利用）

　　（１）　解体工事
７

耐外力
耐荷重及び 建築基準法に基づき定められた区分等

　※地表面粗土区分　・１　・２　・３　・４ 平均速度圧　　　　Ｎ／ｍ2
　※基準風速　Ｖｏ＝３４ｍ／ｓ

８ 電気保安技術者
（１．３．３）

・配置する

９ 　施工条件 施工時間帯
部位別の施工順序

※指定なし

※指定なし ・指定あり（　　　　　　　　　　）（１．３．５）

工事車両用駐車場 ※指定なし ・指定あり（　　　　　　　　　　）

　　　　　事業所名：
　　　　　営業時間　ＡＭ　　　　～ＰＭ　　　　
　　　　　運搬距離は、　　　　ｋｍを見込んでいる。

　　　　　場　所：
　　　　　工事名：
　　　　　搬出時間　ＡＭ　　　　～ＰＭ　　　　
　　　　　運搬距離は、　　　　ｋｍを見込んでいる。

５（特定建設資材の分別解体及び再資源化）

　　という。）の場合、同法に基づき、特定建設資材の分別解体等及び再資源化等の実施について適切な措置を講ずること。
　　受注者は、本工事が建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第９条に規定する対象工事（以下「対象建設工事」

６（再生資源（促進）計画書及び実施書）

　　　管理者に受領書の交付を求め、受領書に記載された事項が再生資源利用促進計画に記載した内容と一致することを確認すると
　　　ともに、監督員から請求があった場合は、受領書の写しを提出しなければならない。

　　　名称及び所在地、搬出量)と第６項で行った確認結果を委託した搬出者に対して法令等に基づいて通知しなければならない。

・再生骨材（　　　　　　　　） ・土砂　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　）

　　　　（作成方法「電子納品及び電子検査に関する特記仕様書」参照　※ＣＡＤ（ＣＤ－Ｒ提出））

１．工　事　場　所

　　３　建設工事に係る資材の再資源化に関する法律第９条第１項に規定する対象工事について受注業者は下記（１）（２）（３）

　・積雪区分　告示1455号　別表（　　　　　）

・指定あり（　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・階数 ・面積

・改築・増築

15

画像形式等　フォーマット：ＪＰＥＧ　画質：高画質　画像サイズ：1920×1080ﾋﾟｸｾﾙ程度

13 特別な材料の工法 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受けて、当該製品の指定工法による。

10
及び環境保全
施工中の安全確保

11 建築材料等

 建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督員に提出する。

　バリケード」は木製とする。

 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場

る」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評

建設工事公衆安全防止対策要綱に基づき設置する「工事標示板」及び車両交通対策又は歩行者対策を行う 際に用いる「工事用

合を除いて監督員の承諾を受ける。なお、品質・性能等の欄に「追補による」と記載された材料を使用する場合は、設計図書
に定める品質及び性能を有することの証明となる資料等を監督員に提出し、承諾を受けるものとする。なお、「評価名簿によ

価名簿（最新版）」による ほか、これらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督員の承認を受ける。

12 火災保険等
保険の種類　・火災保険　・建設工事保険　・組立保険　
保険期間　　・工事着手から工事目的物引き渡しまで　・　

適用範囲　　監督員と協議のこと

じた場合は、発注者及び受注者双方で協議のうえ、必要に応じて工期の延長や設計変更等により対応する。
 工事着手後、本工事において設計図書に記載されていない通常の施工条件として発注者及び受注者が想定できない制約等が生

※指定なし ・指定あり（　　　　　　　　　　）資機材の置場所
※指定なし見学会の開催 ・指定あり（　　　　　　　　　　）

　　工事成績評定の対象　　・対象とする　　・対象としない

市街化調整区域

配置図参照

8:00～17：00原則　開園前には車両出入り完了すること　（その他応相談）

市街化調整区域

第37号
303

平屋

愛媛県松山市上野町（愛媛県総合運動公園多目的広場内）

515361.88㎡

木造 建築面積：77.71㎡
延床面積：80.44㎡

建方・竣工時二回程度 車両の移動等監督員の要請にはなるべく協力すること。
配置図工事ヤード内



名称工事番号・工事名令和7年度 A-003特記仕様書（２） No scale第76回全国植樹祭お野立所新築工事

矢野青山建築設計事務所 矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA

７　

鉄
骨
工
事

鋼材２

１ 鉄骨製作工場

（表7.2.1）

※ＪＩＳによる　・　
※ＪＩＳによる　・　
※ＪＩＳによる　・　

適用箇所規格

※建築基準法第７７条５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として許可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は

国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場
・監督員の承諾する工場
施工管理技術者　※適用する　・適用しない

材質等

（７．１．３）

（７．２．１）

帳壁及び壁
コンクリートブロック

９　

防
水
工
事

１ アスファルト防水

　※空洞ブロック-16
　※空洞ブロック-08

圧縮強さによる区分

※無　・有
・120　・150 ※無　・有

※無　・有

備考化粧の有無厚さ（mm）
の適用箇所

表8.3.1以外断面形状及び

断熱材施工箇所

ブロックの種類

各部配筋　※図示による

アスファルトの種類　※３種
押え金物の材質及び形状寸法　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0程度

防水層の下地モルタル塗り　・適用する（施工範囲　・図示　・　　　　　　　　）

屋根保護防水 （表9.2.3～9）

種別

　・Ａ－２
　・Ａ－１

（８．３．３）

（９．２．２～５）

　・ＢＩ－２
　・ＢＩ－１
　・ＡＩ－３
　・ＡＩ－２
　・ＡＩ－１

　・Ｂ－２
　・Ｂ－１
　・Ａ－３

立上り部の保護絶縁用シート

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
70kg/ｍ2程度

断熱材

屋根露出防水

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　※図示による　

・
・

高日射反射率
防水の適用

仕上塗料
種類 使用量

・製造所

の指定に
よる

・

・製造所

の指定に
よる

・

種別

　・Ｄ－２
　・Ｄ－１

施工箇所

　・Ｅ－１
種別 施工箇所

・Ｅ－２
種別 施工箇所

屋内防水

保護層　　・設ける（図示） 　伸縮調整目地材　　製造所：評価名簿による

防水層の下地モルタル塗り　・適用する（施工範囲　・図示　・　　　　　　　　）

屋上排水溝　※図示による

２ 改質アスファルト

シート防水
（９．３．２～３）

（株）全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレード」として

（８．３．４）

押え金物の材質及び形状寸法　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0程度

種別

・AS－T1

・AS－T2

防水層の種別  (表9.3.1～3)

・AS－T3

・AS－T4

・AS－J1

高日射反射率
防水の適用

・

・

・

・

・

施工箇所 断熱材 防湿層
仕上塗料

使用量種類

・ ・

・製造
所の指
定によ
る

・製造
所の指
定によ
る

・ASI－T1

・ASI－J1

・

・

・

・設けない

・設ける

１ コンクリートの
種類と強度

型枠のせき板

　強度試験の総則

コンクリートの

無筋コンクリート

マスコンクリート

設計基準強度　Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ2）

階段・踊場ｽﾗﾌﾞ・片持ｽﾗﾌﾞ・便所ｽﾗﾌﾞを除くｽﾗﾌﾞ下

　※１８
普通コンクリート

種　類 設計基準強度（Ｆｃ）　
（Ｎ／ｍｍ2）

※　普通コンクリート（調合管理強度：Ｆｃ＋Ｓ（構造体強度補正値））

※合板（厚さ１２ｍｍ）　　　　・合板（厚さ１５ｍｍ）
・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ（建設技術評価品または評価名簿による）
・メッシュ型枠（構造関係共通事項による）ベース・基礎柱・地中梁
・断熱材兼用型枠　２５ｍｍ以下かつ熱抵抗値１ｍ2ｈ℃／Ｋｃａｌ以上
・ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート）

圧縮強度試験は県内生コンクリート協同組合で実施する。

　県内生コンクリート協同組合

　　中予技術センター（〒790-0951 松山市天山町3-8-20　Tel 089-948-1555 Fax 089-948-1278）
　　東予技術センター（〒792-0825 新居浜市星原町11-31 Tel 0897-43-2111 Fax 0897-43-2115）

　　南予技術センター（〒797-0045 西予市宇和町坂戸南321 Tel 0897-62-3100 Fax 0894-62-7076）

セメントの種類　　※高炉セメントＢ種　　　・　
スランプ　　　　　※１５ｃｍ　　　　　　　・　

（６．２．１～２）

（６．９．３）

（６．１３．２）

（６．１４．１）

２

３

５

４

６

６

５ 鉄筋のかぶり厚さ

圧接完了後の試験

材料試験

塩害対策等により鉄筋の最小かぶり厚さに加える厚さ

材料の品質を証明するミルシートを提出すること。

圧接完了後の抜取試験は超音波探傷試験とする。

（５．３．５）

（改質ｱｽﾌｧﾙﾄ
製造所の仕様
による）

（材質）※JIS A 9521に基づく発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱

７ シーリング 種類及び施工箇所　図示（図示以外は標準仕様書表９．７．１による）

　ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシーリングは17章による

シーリング面への仕上げ塗材仕上げ等　　・行う　・行わない

接着性試験　　※簡易接着性試験

（９．７．２）

（９．７．５）

　　　　　　　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　　　　　　　）

６ 脱気装置
※製造所の仕様による※製造所の仕様による

材質

※製造所の仕様による

脱気装置の種類防水種別

・ ・ ・

設置数量

Ｘ－１ ※製造所の仕様による ※製造所の仕様による （　　　　）個／㎡

（９．２．３）

（９．３．３）
（９．５．３）

施工箇所種別 施工箇所 種別

５ (表9.6.1,2)防水層の種別ケイ酸質系塗布防水

（９．６．１）

（９．６．３）

種別 保護層
防水の適用
高日射反射率

施工箇所

塗膜防水４ 防水層の種別 (表9.5.1,2)
（９．５．３）

・Ｘ－１ ・

・Ｘ－２ ・

・Ｙ－２

・Ｙ－１

※屋内防水　　　

※地下外壁防水　

・設ける（図示）

種類 使用量

仕上塗料

目地処理
PCコンクリート部材下地及びALCパネル下地(S-C1の場合) ※ 図 示 　

　入隅部の増張り

防水下地、ＰＣコンクリート部材下地の場合の処理（S-F1、SI-F1の場合）※ 図 示 　

ＡＬＣパネル下地、ＰＣコンクリート部材下地の場合の処理（S-C1の場合） ※ 図 示 　
機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　建築基準法により定められた区分は、１章 一般共通事項 ７ 耐荷重及び耐外力による
　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する

３ 合成高分子系

シート防水

ルーフィング
断熱材種別

防水層の種別  (表9.4.1,2)

（９．４．２～４）

高日射反射率
防水の適用

・

使用量種類
仕上塗料

・Ｓ－Ｆ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・ＳＩ－Ｆ１

・

・

・

・

・

施工箇所

・ＳＩ－Ｍ１ ・

・ＳＩ－Ｆ２ ・

ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ

※発泡ﾎﾟﾘ・ＳＩ－Ｍ２ ・

(材質)・JIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種
1号、2種2号、3種1号又は3種2号並びにJIS A 952
1による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材1種b、2種b又は
3種bに適合するもの。接着工法の場合は加えて、
JIS A 9521によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材の密度及び
熱伝導率の規格に適合するもの。

(材質)JIS A 9521に基づく発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材又

(厚さ)・25mm　

種別 施工箇所

屋内防水

・Ｓ－Ｃ1
備考モルタル厚さ

(厚さ)・25mm　・　

はJIS A 9521によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の密度及
び熱伝導率の規格に適合するもの

（厚さ）・25mm　　・　

するもの

材又はJIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2
種1号若しくは2号で透湿係数を除く規格に適合

18
取り合い

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。設備工事との

19 ・※図示設計ＧＬ

　※ＳＤ２９５

スランプ　　・18ｃｍ　・　
コンクリートの種別　　・Ａ種　　※Ｂ種
構造体強度補正（　　　）Ｎ／ｍｍ2
コンクリートの設計基準強度　　※（　　　）Ｎ／ｍｍ2

（４．５．３～５）

（４．５．１）

工法　　　※アースドリル工法　　・リバース工法　　・オールケーシング工法
リート杭地業

場所打ちコンク３

20

・フックの有無に関わらず、40ｄ（軽量コンクリートの場合は50ｄ）と表5.3.2の重ね継手の長さのうち大きい値とする。
（５．３．４）

（５．５．２～３）
（５．３．４）

（５．２．２）

（５．２．１）

継手方法等

形状等

種　類　　※溶接金網　・鉄筋格子

※重ね継手　

使用部位網目の形状、寸法、鉄線の径（mm）

　その他
　柱、梁の主筋

呼び名（mm）継手方法部位
※ガス圧接・機械式継手・溶接継手

（表5.2.1）　

　Ｄ１９以上

　Ｄ１０，Ｄ１３，Ｄ１６
呼び名（mm）種類の記号

溶接金網

鉄筋の定着

鉄筋の継手

２

４

３

鉄筋５　

鉄
筋
工
事

１

※枠組足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式

（４．３．１～７）

（４．２．２）

（３．２．５）

（３．２．３）

（２．２．４）

（２．３．１）

　又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

　国土交通省告示第1113号第6に定める地盤の許容支持力敷きの内　α＝　　　、β＝　　　、γ＝　　　を採用している工法
※特定埋込杭工法

・打込み工法　　設計支持力（　　　　）kＮ・セメントミルク工法杭の施工法
杭頭の処理　　※行わない　　・行う
杭先端部の形状　　※開放型　・半開放型　・閉そく型

杭の種類

位置・本数は、図示による。仕様は、本杭と同じとする。

・構内指示の場所に敷き均し　　　　　・構内指示の場所に堆積
※構外指示の場所に処分　　　　　　　・構外搬出適切処理

・建設汚泥から再生した処理土種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とすること。

※足場等については、労働安全衛生規則を遵守するとともに、墜落防止措置、物体の落下防止措置及び安全点検を行うこと。

※足場を設ける場合は「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）により

構内既存の施設　　※利用できない　　　　・利用できる（　※有償　　・無償　）

構内既存の施設　　※利用できない　　　　・利用できる（　※有償　　・無償　）

工事用電力

工事用水

３

２

　　・　　　ｍ2程度　　　備品等は監督員の指示を受けて設置すること

※設ける　　　　　・設けない監督員事務所１２　

仮
設
工
事

※工事車両について、敷地内及び周辺道路の通行時に於ける徐行運転を徹底すること。

※工事車両について、作業停止時に於けるｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを徹底すること。

※低騒音型・低振動型建設機械を選択使用すること。

※騒音規制法第14条第1項(第2項)、振動規制法第14条第１項(第2項)、愛媛県公害防止条例第69条の規定による届出を行う事。

・振動規制法（第　　号区域）

・騒音規制法（第　　号区域）

備考セット数継手の箇所数杭長（ｍ）杭径（mm）
※ＰＨＣ杭（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）　・ＳＣ杭　・ＰＲＣ杭

試験杭

杭地業
既成コンクリート

４　

地
業
工
事

１

２

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土３ 

土
工
事

１

足場その他４

関係法令等

（４．６．５）

・
帯筋　※図示　　鉄筋の最小かぶり厚さ　

支持地盤　　※Ｂ種

施工箇所　　※建物内土間スラブ（土間コンクリートを含む）直下（ピット下を除く）　・　
（ただし、捨コンクリートがある場合は、捨コンクリート直下とする）

超音波測定器による孔壁確認　　・行う

５ 床下防湿層

水平方向の位置ずれ　・杭径1/4かつ100ｍｍ以下

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　　・切込砂利　　・切込砕石砂利地業
（４．６．２）

４

高力ボルト３ ボルトの区分
　※トルシア形高力ボルト　　　・ＪＩＳ形高力ボルト　　　・溶接亜鉛めっき高力ボルト
高力ボルトの径　※図示による

（７．２．２）

材質及び設置
アンカーボルトの４

　　　　建方用アンカーボルト　※ＪＩＳ　Ｇ　３１０１（一般構造用圧延鋼材）
種類　　※図示による
構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法　　※図示による
建方用保持及び埋込み工法　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種
埋込長さの検査　　　・超音波検査を行う。

（７．２．４）
（７．１０．３）

材質　　構造用アンカーボルト　※ＪＩＳ　Ｂ　１２２０　（建築構造用圧延棒鋼）

の材料及び工法
柱底均しモルタル５

溶接部の試験６

７

　　　種別、性能
耐火被覆材の８ 所要性能及び適用箇所種別

・乾式吹付ロックウール　・耐火材吹付け

　・ラス張りモルタル塗り
　・耐火材巻付け
　・耐火板張り

・
・湿式ロックウール
・半乾式吹付ロックウール

材料　　※無収縮モルタル　　　　・モルタル
工法　　※Ａ種　　・Ｂ種
厚み　　※図示による

亜鉛めっき面　　　・Ａ種　　　※Ｂ種　

（７.２.９）
（７.１０.３）

（７．９．２）

　高力ボルト接合

溶融亜鉛めっき
　　・リン酸塩処理　　

摩擦面の処理

すべり耐力等の確認方法
　※ブラスト処理（表面粗度５０μｍＲｚ以上）

９

８ ブロック造
補強コンクリート１

断面形状及び

　・型枠状ブロック-20
　※空洞ブロック-16

圧縮強さによる区分
備考適用箇所化粧の有無厚さ（mm）

※無　・有
※無　・有
※無　・有

ブロックの種類

（８．２．２）

錆止め塗料
（７．６．１２）

完全溶込み部の超音波探傷試験　　工場溶接　※行う　・行わない

鉄面　　　　　　　※Ａ種　　　・Ｂ種　
工事現場溶接　※行う

（７．１２．５）
　※すべり耐力試験方法等　　※同一の作業条件のもと作成された対比試験片との照合　　・図示

各部配筋　※図示による
目地仕上げ　　・押し目地仕上げ　・化粧目地仕上げブロック積み等

（８．２．５）

（８．３．２）

　（８．２．７）

・ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ、
　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等を平織した

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
　　厚さ0.15mm以上

　ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
　(70g/㎡程度)

(乾式保護材の
品質・性能等は
追補による）

・乾式保護材
・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え
・ﾓﾙﾀﾙ押え
・れんが押え

・

　・ＤＩ－２

　・ＤＩ－１

・

（材質）※JIS A 9521に基づく発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
断熱材又はJIS A 9521による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
断熱材2種1号若しくは2号で透湿係数を除
く規格に適合するもの
（厚さ）・25mm　・　

絶縁工法の工程　　・部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートを用いる
　　　　　　　　　・砂付あなあきルーフィングを用いる

可塑剤移行
防止用ｼｰﾄ
の材質

※Ｃ－ＳＵＩ ・Ｃ－ＳＵＰ

（５．４．１０）

（６．８．２）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

（７．８．４）

２

３

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

ＡＬＣパネル

押出成形セメント板

パネルの種類 表面形状 厚さ（mm） 幅（mm） ﾛｯｸｳｰﾙ充填
・Ｆ ・50 ・60 ・　 ・有　・無

　・外壁パネル ・Ｄ ・50 ・60 600 ・有　・無 ・Ａ種　・Ｂ種
・Ｔ ・有　・無
・Ｆ

　・間仕切壁パネル ・Ｄ
・Ｔ

パネルの取付け工法

・Ｂ種　・Ｃ種600・50 ・60
・50 ・60 ・　

　　　 60

　　　 60

製造所　評価名簿による

原料による区分　タイプ２（無石綿タイプ） （表8.5.1～2）

Ｆ：フラットパネル　Ｄ：デザインパネル　Ｔ：タイルベースパネル

出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅　　※１５　・　　
開口寸法限度　※図示による

（８．４．２～４）

（８．５．２～５）

取付け工法表面加工長さ(mm)厚さ(mm)

・Ｆ種・平
・1780・1980・100・　・2350・3530

・1980・2480・100・　・980 ・　

・平・意匠・2990・　・100・　

・平・意匠・2990・3490・100・　・1180・1960
区分パネルの種類

・床ﾊﾟﾈﾙ
・屋根ﾊﾟﾈﾙ

・外壁ﾊﾟﾈﾙ
・間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ

単位荷重(N/㎡)

パネルの耐火性能　※（　　）時間　　・無し

・Ａ種・Ｂ種
・Ｃ種・Ｄ種・Ｅ種

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅(mm)　　　※10～20　・　

外壁パネル構法

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する

パネル相互の目地幅（mm）　　※長辺１０以上、短辺１５以上　・　　

４

５

外壁パネル工法
　外壁パネル工法における耐風圧性能　　・　

　外壁パネル工法における耐風圧性能　　・　

　　　　　　　　　　　　耐震性能　　　・　

　　　　　　　　　　　　耐震性能　　　・　

間仕切壁パネル工法における耐震性能　　・　

間仕切壁パネル構法における耐震性能　　・　

　※JIS A 9521による押出法

(ｽｷﾝ層付)
（厚さ）・25mm　・　
立上り部への設置
　・適用する　・適用しない

ＡＳ－Ｊ１

Ｄ－１　Ｄ－２
ＤＩ－１　ＤＩ－２　
ＡＳ－Ｔ３　ＡＳ－Ｔ４

ＡＳＩ－Ｔ１　ＡＳＩ－Ｊ１

２

（製造所　評価名簿による）

　　・２０　　・３０　　・図示(構造特記参照)

・標準仕様書表5.3.5による（保有水平耐力計算又は限界耐力計算により安全性が確認されているもの）

・図示による(構造特記参照)

適用箇所
・構造特記による

施工箇所

捨てコンクリート

構造図による

種類の記号
構造図による 構造図による構造図による

　・ＳＤ３４５

配置図参照
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１

石
工
事

10 施工 ※標準仕様書１０．１．３（ａ）(1)、(2)による　　　・図示　石材の割付け

（１０．１．３）

１11

タ
イ
ル
工
事

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

外装壁タイル接着材張りにおける目地のシーリング材

　打継ぎ目地　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　

　伸縮調整目地　　　※変成シリコーン系シーリング材　

　・MCR工法　・目荒し工法（高圧洗浄）　

　その他の目地　　　※変成シリコーン系シーリング材　

備考
耐凍
害性

無有

色

無有

役物

特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分
吸水率に

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形状

（mm）

寸法施工箇所

・

・

・

による

主な
用途

区分

再生材の

適用
Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 標準

うわぐすり

３

無ゆう施ゆう り性

耐滑

　標準的な曲がりの役物は一体成形とする

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

・MCR工法　・目荒し工法（高圧洗浄）　

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

・既製調合モルタル

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を予め工場において所定の

　割合に配合した材料とする。

・既製調合目地材

２

適用

区分

用途
主な

による

・

・

・

施工箇所 寸法

（mm）

形状

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率に
よる区分

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

特注

役物 備考

有 無

色

有 無

害性
耐凍

タイルの形状、寸法等

うわぐすり

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 標準

再生材の

施ゆう 無ゆう
（１１．２．２） り性

耐滑

セメントモルタル

タイル張り

による有機系

タイルの形状、寸法等

2 石材
施工箇所 品質 石材の種類 寸法 表面仕上げ 備考

・１等品　・２等品

　天然石

施工箇所 種石の種類 種石の大きさ（mm） 形状 仕上げ面 寸法（mm） 表面仕上げ
※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面

・花こう岩 ・ ・役もの ・両面

　テラゾブロック

施工箇所 種石の種類
※大理石 ※1.5～12
・花こう岩 ・

寸法による区分 表面仕上げ 備考
　テラゾタイル

３

４

取付け金物

その他の材料
　・裏打ち処理材　　　　（　　　　　　　　　　　　）
　・石裏面処理材　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　・ドレンパイプの材質　（　　　　　　　　　　　　）

（１０．２．１）

（１０．２．２）

（１０．２．３）

種石の大きさ（mm）

　外壁乾式工法用金物方式　　・スライド方式　　・ロッキング方式

　・金物固定充填材料　　（　　　　　　　　　　　　）
　・浸透性吸水防止剤　　※専門工事業者の指定する製品とする　・　

　試験張り　　・行う　・行わない　　　見本焼き　　・行う　・行わない
共通事項 　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置　　　※図示　・標準仕様書表１１．１．１による

（１１．１．３）
（１１．１．４）

　外装タイル　　・密着張り　　・改良圧着張り

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理の方法

（１１．２．６）

（１１.３.２～５）

有機系接着剤による

タイル張り

　間伐材等　：　間伐材、林地残材または小径木であること。

　※県内で産出された原木を使用すること。

　現場搬入時の木材の含水率　　※Ａ種　・Ｂ種

　造作材の材面の品質の基準　　※Ａ種　・Ｂ種

木材

　間伐材等　　　　・使用する（使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　保存処理木材　　・使用する（使用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（１２．２．１）

　代用樹種を使用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

の品質
見付け材面 間伐材等

の適用
化粧薄板の厚さ

（mm）
寸法

（mm）
施工箇所 樹種

芯材：
化粧薄板：

※1等　・2等

化粧薄板：
芯材：

・

・

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

造作用集成材 ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

の適用

・

・

施工箇所 樹種 寸法
（mm）

見付け材面の品質

※1等　・2等

間伐材等（１２．２．１）

１

２

屋
根
及
び
と
い
工
事

13
１ 長尺金属板葺

（１３.２.２～３） 備考屋根葺形式施工箇所 板及びｺｲﾙ

の種類 着量等の種類及び記号

塗膜の耐久性、めっき付
（mm）
厚さ

の屋根用ｺｲﾙ

※JIS G 3322

・

２

性能
耐火厚さ

(mm)
材料に

よる区分
形式施工箇所

区分
耐力による

折板葺

戸板
軒先面

山高、山ﾋﾟｯﾁ
による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ

※鋼板製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ
合金板製

・重ね形

・はぜ締め形

・かん合形
（　）種

・有り

・無し

・30分

・無し

材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　）

塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　）

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：　時間）
　　　　・無し

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する。

　建築基準法に基づき定められた区分等は、１章 一般共通事項 ６ 耐荷重及び耐外力による

（１３.３.２～３）

　といの材種　　※配管用鋼管

種別 施工箇所
・ろく屋根用（・縦型　・横型）
・バルコニー用
・バルコニー中継用

製造所　評価名簿による

　ルーフドレン

とい３

４ 　防露部　　ステンレス（ＳＵＳ３０４、厚さ0.2mm）で被覆する
　　　　　　高さ(mm)　床　　※巾木の高さに合わす　　・　
　　　　　　　　　　　天井　※３０　・　
　防露を行わない場合　ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床、天井共）

鋼管製といの防露

巻工法部等の処理

５ 施工業者

　　ただし、とい工事については、監督員が承諾する施工業者とする。

　　施工技術、品質管理に関して指導を行っている愛媛県板金工業組合屋根事業部会の組合員又は施工技術に関し当該団体の
　組合員と同等以上の技術を有すると監督員が承諾する施工業者とする。

（１３.５.２～３）

（１３．５．３）

１14

金
属
工
事

確認試験

引抜き耐力の

あと施工アンカー 　・適用する　・適用しない

　引抜き耐力の確認試験　※機械的簡易引抜試験機による引張試験　・　

　設計用引張強度　　　ＫＮ
（１４．１．３）

・立て平葺

・心木なし瓦棒葺

・横葺

・

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する。

下葺材料　・アスファルトルーフィング940

　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　（・一般タイプ　　・複層基材タイプ　　・粘着層付タイプ）

　　　　・無し
工法

　建築基準法に基づき定められた区分等は、１章 一般共通事項 ７ 耐荷重及び耐外力による
けらば（横葺の場合）　　・つかみ込み納め　・けらば包み納め

　ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

　　※規制対象外　・第三種

　鋼管製といの防露巻き

　　・行わない

　　※行う（施工箇所　※標準仕様書表１３．５．４による　　・　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・硬質塩化ビニル管（・ＶＰ　・ＲＦ－ＶＰ）
　表面処理鋼板の塗膜の種類　　・　

※AA6　・ 

※AA6　・ 

※A2　・ 

※A2　・ 

表面処理方法 種別

・溶解亜鉛めっき ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種
・電気亜鉛めっき

施工箇所（手すり、タラップ以外）

（表14.2.2）

・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

鉄鋼の亜鉛めっき

　野縁等の種類　　屋　外　　※２５型　・１９型

　　野縁の間隔　　※図示　・　

　屋外の軒天井、ピロティ天井等

　　耐風圧性を考慮した補強　　※図示　・　　

　　補強方法　※図示　

軽量鉄骨天井下地 屋　内　　※１９型　・２５型

（１４.４.２～４）

アルミニウム及び

の表面処理
アルミニウム合金

（表14.2.1）

施工箇所
（成形板、笠木、建具以外）皮膜の種類

皮膜又は複合
種　別

・AB-1種

・AB-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・AC-1種

・AC-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・BA-1種

・BA-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

・BB-1種

・BB-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・BC-1種

・BC-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・C種

※AA15　・ 

※AA15　・ 

※B　・ 

※B　・ 

※C　・ 

※C　・ 

　つりボルトの間隔が900mmを超える場合

　天井のふところが3.0mを超える場合

　　補強方法　※図示　
　天井下地材における耐震性を考慮した補強

　　補強箇所　・図示　 　　補強方法　※図示　

（１４．２．１）

２

３

４

（１４．２．２）

・

・※15％以下　

※15％以下　

施工箇所 樹種
（mm）
寸法 含水率

の適用
間伐材等

品質
見付け材面の

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種 寸法
（mm）

化粧薄板
の厚さ（mm） 面の品質

見付け材
含水率

間伐材等
の適用

化粧薄板：
芯材：
化粧薄板：
芯材：

※15％以下

※15％以下

・

・

造作用単板積層材

施工箇所
（mm）
厚さ 間伐材等

の適用
防虫処理

・適用しない

・適用する

表面の化粧加工

・有り

（加工：　・天然木化粧加工　・塗装加工）

・無し　（等級：　　　　）

・

（１２．２．１）

間伐材等
の適用

表面の化粧加工 防虫処理含水率

※14％以下

・

（mm）
厚さ施工箇所

（加工：・天然木化粧加工
・有り

・塗装加工）

・無し（　　　）

・適用する

・適用しない

・直交集成板

接着性能
施工箇所 品名 種別 寸法

(使用環境)

床張り用合板等

の適用
施工箇所

厚さ
（mm） 樹種名

表板の 接着の
程度

難燃
処理

防炎
処理

板面の
品質

防虫
処理

間伐材等

・適用

※5.5

・

※1類

・2類

広葉樹 ・適用 ・適用

・適用・適用

・適用

・

　する 　する 　する

　しない 　しない　しない

※2等以上
・1等

※C-D以上
針葉樹

（１２．２．１）
・普通合板

の適用

間伐材等
等級施工箇所

・1級

※2級
以上

樹種名
表板の 強度

等級（mm）

※12※1類

・特類

板面の
品質

接着の
程度 処理

防虫

※C－D
以上

・

厚さ
有効断
面係数
比

・適用
　する
・適用
　しない

・適用
　する

　しない
・適用

・

・構造用合板

・パーティクルボード

施工箇所

※15

・

接着剤によ
る区分

曲げ強さによ

る区分

表裏面の状態

による区分
厚さ

（mm）
難燃性に
よる区分

※13タイプ

・

※P又はM

・

・構造用パネル

厚さ(mm)施工箇所

・１級　・２級　・３級　・４級

等級

防腐・防蟻処理 　防腐処理　　・行う

　防腐・防蟻処理の種類、品質

防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１２.３.１～２）

　　表面処理用木材保存（防腐・防蟻）剤は監督員の承諾するものとする。

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部位

・

処理の方法

ボード原料接着材への薬剤混入による防腐・防蟻処理

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・JAS 0701（単板積層材）に規定する造作用単板積層材

・JAS 0701（単板積層材）以外の造作用単板積層材

強度等級 樹種名

※製造所の仕様による　・　

３

４

５

　　野縁受け、つりボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　　※図示　・　

　防蟻処理　　・行う　（施工範囲　※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　）

・15

下地材以外

GL+1100以下の範囲

土台（ヒノキ）

床CLT下面
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建具用金物11 金物の種類・見え掛り部の材質等
※標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による　　・　
樹脂製建具に使用する丁番　※標準仕様書表16.8.3による　

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　
　・建具表による　

（１６.８.２～４）

・ふすま
　　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）
・かまち戸

　　縁仕上　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）
　　上張り　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度　押入等の裏側は雲花紙程度

錠前類
　・建具表による　

追補によるもの　シリンダー本締り錠
　ドアクローザ　　（※面付形　・コンシールド形）
　ヒンジクローザ　（※ピボット形　・丁番形）
　フロアヒンジ　　（※中心吊り込み　・持出し吊り込み）

　・建具表による　
クローザ類

　鍵箱　　　　　　・設ける（　　個用　　組）　・設けない
　マスターキー・グランドマスターキー　　（・製作する（　　組）　・製作しない　・既存に組込む）

取付け用下地　※標準仕様書14.4による ・図示

伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　　　　）　　　　　　　・設けない

・B-2種（・アンバー・ブロンズ・ブラック系・ステンカラー）

アルミニウム製笠木

（１４.７.２～３）

※押出し形材

種　　類　　・２５０形　・３００形　・３５０形　・　

　隅角部及び突当り部等の役物　笠木製造所の仕様による

・曲げ材
　材　　質　　ＪＩＳ　Ｈ　４０００　による

　表面処理　　※A-1種又はB-1種

　厚さ(mm)　　・２．０　形状は図示による

笠木の固定金具の工法

　建築基準法に基づき定められた区分等は、１章　一般共通事項　７　耐荷重及び耐外力による。

表面処理　　・AB-1種　　・BA-1種　　・BA-2種（・アンバー・ブロンズ・ブラック系・ステンカラー）

（１４．５．３）
軽量鉄骨壁下地

スタッドの高さが５ｍを超える場合　　※図示

（１４.６.２～３）
表面処理

種別

板厚板幅形状製法
（mm） （mm）

金属成形板張り
 (表14.2.1)

種別
皮膜等の種類

・

・ロール

・押出し

・プレス
ﾊﾟﾈﾙ形

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形
※ B 　

・ﾌﾞﾗｯｸ系・ｽﾃﾝｶﾗｰ）
※ B 　

・B－1種 ※ A A 6　

・C-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ

・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ） ※ A A 6　

・B-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ

・D種　

・

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・B－1種

防錆 センサーの種類 凍結防止装置

　・ＤＳＬＤ－２
　・ＤＳＬＤ－１
　・ＳＳＬＤ－２
　・ＳＳＬＤ－１

（表16.9.1～4）

・適用する ・行う

引き戸用駆動装置の性能

・タッチスイッチ
・押しボタンスイッチ

・光線（反射）センサー

・熱線センサー ・音波センサー

・光電センサー ・電波センサー

・多機能便所スイッチ

　・図示

12 自動ドア開閉装置
（１６.９.２～３）

製作所　評価名簿による

（１６.１１.２～３）

14 重量シャッター

15 軽量シャッター
（１６.１２.２～４）

シャッターの種類　　・一般重量シャッター　　耐風圧性能（　　　　　）Ｐａ
　　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター　耐風圧性能（　　　　　）Ｐａ
　　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

開閉機能による種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

一般重量シャッターのシャッターケース　・設ける

防火及び防煙シャッターの連動制御盤、煙感知器は別途とする 製作所　評価名簿による

開閉方式　※手動式　・上部電動式（手動併用）
耐風圧性能　（　　　　）Ｐａ

スラット　材質

形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量（※Z06又はF06　・　　　　　）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板）

　めっき付着量（※AZ90　・　　　　　）

シャッターケース　　※設ける　　・設けない

ガイドレールの材質　※ステンレス製（SUS304）厚さ1.5㎜（※中柱共　・　）

座板（屋外の場合）　※ステンレス製既製品 製作所　　評価名簿による

13 自閉式上吊り引戸装置
（１６．１０．３）

自閉式上吊り引戸装置の性能　　※標準仕様書表１６．１０．１による　

　製作所　評価名簿による
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・パーチカル形
・ハイリフト形
・ローヘッド形

・スタンダード形

セクション材料による区分 開閉方式による区分 ガイドレールの材質収納形式による区分

　※スチールタイプ

　・アルミニウムタイプ
　・ファイバーグラスタイプ

※バランス式

・チェーン式

・電動式

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

オーバーヘッドドア
（１６.１３.２～３）

製作所　評価名簿による耐風圧性能　（　　　　）Ｐａ

17 ガラス

（１６.１４.２～４）

・合わせガラス　　　特　性　・１類　・２－１類　・２－２類　・３類
・強化ガラス　　　　特　性　・１類　・２類

・熱線吸収板ガラス　性　能　・１類　・２類

・複層ガラス　　　　性　能　・１種　・２種　・３種（・U3-1　・U3-2）・４種　・５種

・熱線反射ガラス　　日射熱遮へい性　・１類　・２類　・３類

　　　　　　　　　　色　調　・ブルー　・グレー　・ブロンズ

　　　　　　　　　　封止の加速耐久性による区分　・Ⅰ類　・Ⅱ類　・Ⅲ類

　　　　　　　　　　耐久性　　　・Ａ類　・Ｂ類

　　　　　　　　　　色　調　　　・ブルー　・グレー　・ブロンズ　・シルバー　・　
　　　　　　　　　　反射皮膜　・内側　・外側

スタッド、ランナ等の種類　　※標準仕様書表１４．５．１による　・図示

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

・複層塗材Si

・複層塗材RE

３ 仕上塗材仕上げ

種類 呼び名

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・内装薄塗材E

・外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・内装薄塗材W

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

仕上げの形状及び工法等
防火
材料

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

　上塗材　　・適用する　・適用しない

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・砂壁状

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

　吸放湿性　・適用する　・適用しない

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・複層塗材CE

・可とう形複層塗材CE

・防水形複層塗材CE

上塗材

・ゆず肌状　　・凸部処理　　・凹凸模様

耐候性　※耐侯形３種　

・

・

・

・

・

・

・

・

・複層仕上塗材

仕上塗材の種類

　吸放湿性　・適用する　・適用しない

　耐湿性　　・適用する　・適用しない

（表15.6.1）
（１５．６．２）

　増塗材　　　・適用する　・適用しない

・吹付用軽量塗材 ・ ・砂壁状・軽量骨材仕上塗材

・こて塗用軽量塗材 ・平たん状・

1

左
官
工
事

15 モルタル塗り
製造所　評価名簿による
製造所　評価名簿による

製造所　評価名簿による

材料

　吸水調整材　　品質・性能等　追補による

　防水材　　　　品質・性能等　追補による

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　床目地　　　・設ける（工法※押し目地　・　　　　　　）

・設けない

（１５．３．２）

（１５．３．５）

外壁タイル張り下地の均しモルタルの接着力試験

　・適用する ・適用しない

２

塗り

セルフレベリング材 ・せっこう系　（施工箇所　※仕上表による　　・図示　　・　　　）

（１５．５．２）

ｻｯｼ取合間仕切板 ※アルミニウム製(表面処理はアルミニウム製建具に合わす)
　・鋼板製（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯　亜鉛の付着量Z12又はF12）

・複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

溶　媒　・水系　・溶剤系

樹　脂　・アクリル系　・　

外　観　・つやあり　・つやなし　・ﾒﾀﾘｯｸ

建
具
工
事
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外部に面する樹脂製建具の性能等級等（コンクリート系下地及び鉄骨下地）
６ 性能等級等 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

※Ｓ－４ ・Ｓ－５ ・Ｓ－６

※Ｗ－４
※Ａ－４

・Ｗ－５

樹脂製建具

　耐風圧性
　気密性
　水密性
　枠見込み(mm)

（１６.３.２～５）

（表16.3.1）

材　種 線　径 網　目

・ガラス繊維入り合成樹脂製 ０．２５mm以上 １６～１８メッシュ

ステンレス（ＳＵＳ３０４）線材 ピッチ　１５mm１．５mm

※合成樹脂製

・ステンレス（ＳＵＳ３１６）製

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３
断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３
耐震ドアセット面内変形追従性の等級　　　　・Ｄ－１　・Ｄ－２　・Ｄ－３
結露水の処理方法　※図示　
水切り板、ぜん板　※図示　

（１６．２．３）

網戸等５ ・網戸等

種類
　・防虫網

　・防鳥網

製作所　評価名簿による

・特記による

２ 見本の製作等

性能等級等 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種
※Ｓ－４ ・Ｓ－５ ・Ｓ－６

※Ａ－３ ・Ａ－４
※Ｗ－４ ・Ｗ－５

・７０　・１００
　外部　※Ｂ－１種

　内部　※Ｃ－１種
　内部　・Ｃ－２種

　外部　・Ｂ－２種（色調　・ブロンズ・ステンカラー・ブラック・ステンカラー）

　耐風圧性
　気密性
　水密性

　表面処理

　枠見込み(mm)

（１６．１．４）
建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　）

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作するもの

　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　　　　　　）

（表16.2.1）外部に面するアルミニウム製建具の性能等級等（コンクリート系下地及び鉄骨下地）

　外部　※Ｂ－１種

　内部　※Ｃ－１種
　内部　・Ｃ－２種

　外部　・Ｂ－２種（色調　・ブロンズ・ステンカラー・ブラック・ステンカラー）

　耐風圧性
　気密性
　水密性

　表面処理

　枠見込み(mm)

製作所　評価名簿による

・　

・Ｓ－３
・Ｄ種 ・Ｅ種
・Ｓ－２

（表16.2.2）

性能等級等

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級等（木下地）

性能等級等
　耐風圧性
　気密性
　水密性
　枠見込み(mm)

外部に面する樹脂製建具の性能等級等（木下地）
・Ｄ種 ・Ｅ種

・Ａ－３
・Ｗ－３

・Ａ－４
・Ｗ－３
・　

（表16.3.2）

・Ｓ－３・Ｓ－２

製作所　評価名簿による

木製建具10

９ ステンレス製建具

（１６.６.３～５）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３
断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３
耐震ドアセット面内変形追従性の等級　　　　・Ｄ－１　・Ｄ－２　・Ｄ－３

鋼板　　　※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被膜鋼板　・カラー鋼板

鋼板の厚さ　 　　　　・標準仕様書表16.5.1による　

召合せ、縦小口包み板の材質　　　※鋼板　・ステンレス　・アルミニウム

簡易気密型　　　　・適用する　※Ａ-3

・適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３
耐震ドアセット面内変形追従性の等級　　　　・Ｄ－１　・Ｄ－２　・Ｄ－３
ステンレス鋼板　※ＳＵＳ３０４　　
表面仕上げ　・ＨＬ仕上げ　・　
ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

８ 鋼製軽量建具

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　　　　　　※Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６　
防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３
断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３
耐震ドアセット面内変形追従性の等級　　　　　・Ｄ－１　・Ｄ－２　・Ｄ－３
　製作所　評価名簿による

簡易気密型　　　　・適用する　※Ａ-3
・適用しない（１６.５.２～４）

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　　　　　　※Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６　

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　・Ｔ－２

表面色　　　　　　　　※標準色　・特注色

水切り板、ぜん板　 　※図示　

・ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ　・ＳＵＳ４４３Ｊ１　・ＳＵＳ４３０

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　※Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６　・　
防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

３ 防犯建物部品

（１６．１．６）

・適用する　（建具表備考欄による　・図示　・　　　　　）

アルミニウム製４
建具

（１６.２.２～４）

・　

・　

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　・Ｈ－７　・Ｈ－８　・Ｈ－９

ガラス　　　　　　　 ※複層ガラス　
日射熱取得性の等級　　・　

７ 鋼製建具
（１６.４.２～４）

簡易気密型　　　・適用する　・適用しない

（１６.７.２～４）
建具材の加工、組立時の含水率　　※Ａ種　・Ｂ種　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接着剤による区分　　　　・　

ミディアムデンシティファイバーボード　表裏面状態による区分　　・　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲げ強さによる区分　　　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難燃性による区分　　　　・　

（表16.14.1）

・グレイジングチャンネル形

・ガスケット ・図示

建具の種類 ガラス留め材

※シーリング材

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

※シーリング材

※シーリング材

・ガラスの留め材及び溝の大きさ

アルミニウム製

ガラス溝の大きさ(mm)

※製造所の仕様による

※製造所の仕様による

※製造所の仕様による

18
呼び寸法 厚さ

色調 目地幅（mm） 伸縮調整目地
ｸﾘｱ 乳白 平積み 曲面積み （mm）

・125×125 ・ ・ ※ 8～15 外側 ※６ｍ以下毎に
・160×160 ・95　・125 ・ ・ ・15～25 ※15以下 １０～２０
・200×200 ・95　・125 ・ ・ ・ ・ ・図示

・320×320 ・ ・ 内側 ・
・250×125 ・ ・ ※ 6以下
・320×160 ・ ・ ・

80

ガラスブロック積み

19 付属電気設備

（１６．１４．５）
表面形状

正方形

長方形

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　・設ける　（形状　※図示　・　　　　　　　　　　　）
力　骨　※ステンレス鋼（SUS304）径5.5mm　はしご形状腹筋及び単筋　　・　

目地部の力骨の補強方法　※ガラスブロック製造所の仕様による　・　

化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　材　質　・ステンレス製　・アルミニウム製

　　　　　　　　　寸　法　・図示　・　

　　　　　　　　　形　状　・図示　・　

工法　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書として提出する。
　　　建築基準法に基づき定められた区分等は、１章 一般共通事項 ７ 耐荷重及び耐外力による

　電動シャッター、自動扉、電動オーバーヘッドドアの電動機が三相電動機０．４ＫＷ以上の場合は、機器付属の操作盤内に

電動機保護用遮断機及び進相用コンデンサーを設置する

シーリング材　※標準仕様書表９．７．１による　・　

80
95

95

性能

１ 取付方法、性能等

（１７．１．３）
取付方法　　・層間方式　　・柱・梁方式　　・方立方式　　・スパンドレル方式　　・　

水密性 気密性 遮音性 断熱性 耐火性能

　※１．０ 　※０．５
　・　 　・　

水平方向（kH） 垂直方向（kv）

・６０

・８０
・７０・１時間

・３０分・Ｈ－１

・Ｈ－２

・Ｈ－３

・Ｈ－４

・Ｈ－５

・Ｔ－４

・Ｔ－３

・Ｔ－２
・Ｔ－１

・Ａ－４

・Ａ－２

・Ａ－１

・Ａ－３

・Ｗ－５

・Ｗ－４

・Ｗ－３

・Ｗ－１

・Ｗ－２

耐震性能 耐温度差性

（℃）

５

６

７

８

４ マスチック塗材塗り 種別　・Ａ種　・Ｂ種（仕上材塗り:EP-G ※B種　・A種）

５ 吹付け厚さ（mm）　　・図示　・25　

（１５．７．２）

ロックウール吹付け
（１５．１２．３）

６ 施工業者 　仕上塗材仕上げについては、施工技術、品質管理に関して指導を行っている愛媛県仕上工事協同組合の組合員、（一社）日本

塗装工業会愛媛県支部の会員又は施工技術に関し当該団体の会員と同等以上の技術を有すると監督員が承諾する施工業者とする。

１ 防火戸

（１６．１．３）

※建具表による
　煙感知連動とする

　防火戸の解除機構は別途とする

　扉にラッチ受座用切込み開口補強を行う

・セメント系　（施工箇所　※仕上表による　　・図示　　・基礎天端　　　）



名称工事番号・工事名令和7年度 A-006特記仕様書（５） No scale第76回全国植樹祭お野立所新築工事

矢野青山建築設計事務所 矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会

４ トイレブース
（２０．２．５）

発泡層のあるもの

支点間距離（ｈ） 耐風圧性能 状態

　４ｍ以下 ※たわみ量が±(1/150)×ｈ

　かつ絶対量20mm以下であること

・ 　いこと。

　主要部材に有害な歪みが起こらな

　　部材の脱落、ガラスの破損及び

　４ｍを超える

変位後の状態

　鉄骨造

建築物の構造種別

　※±(1/200)×ｈ以上

層間変位量（ｈ＝支点間距離）

有害な歪みが起こらないこと。
　部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材に

　シーリングは補修程度の損傷であること。
　鉄骨鉄筋コンクリート造
　鉄筋コンクリート造 　※±(1/300)×ｈ以上

シーリング材の種類
被着体の組合せ 記号

主成分による区分

　ガラス

　石、タイル
　ガラス

　金属

　ガラス

　カーテンウォール板間目地

カーテンウォールの材料

映像調整材　料

・

※標準仕様書16.2.3による ・A-1種　・A-2種　

着色（・ｱﾝﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ

規格等 表面処理

・行う

・行わない

※アルミニウム製

・

皮膜等の種類（※標準仕様書表

　14.2.1による　・　　）

・ﾌﾞﾗｯｸ系　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

種別

　・ファスナー部

　・取付けブラケット

　・パネル目地部

　・層間ふさぎ

３ ＰＣ
カーテンウォール

JIS記号 色柄 寸法（mm） 特殊機能施工箇所

※2.0・帯電防止・300×300・無地

・

備考厚さ（mm）

・柄物 ・450×450 ・防滑性 ・2.5
・3.0

・無地 ・300×300
・柄物 ・450×450

・帯電防止

・防滑性

・2.0

・3.0

・無地

・柄物

・500×500 ・帯電防止

・防滑性

・

内
装
工
事
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（１７.３.２～５）

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

層間変位追従性

シーリング材料　　下表以外は標準仕様書表９．７．１による （表9.7.1）

構造用ガスケット
　・適用する　（施工箇所　　※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材　質　　・クロロプレン系　・ＥＰＤＭ系　・シリコーン系

形　状　　・Ｈ型　・Ｙ型　・Ｃ型
寸法(mm)　　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　）

断熱材

　種　類　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ(mm)　（　　　　　）
　施工箇所　　※図示　・　　

耐火材料

規格等施工部位

カーテンウォールの種類

　コンクリート　※標準仕様書１７．３．２による

　補強鉄線の径（mm）　※3.2　・4.0　・5.0　・6.0

　鉄　筋　　※ＳＤ２９５Ａ（・Ｄ１３　・Ｄ１０）

ビニル床タイル

・FT

（複層）

・KT
（コンポジション）

・FOA

（置敷き）

帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～10 Ω程度
2 10

JIS記号種　類 厚さ（mm）

・無地

・マーブル柄

・帯電防止

・耐動荷重性

特殊機能色　柄

※2.0

・

施工箇所

※FS

・無地

・柄物

・

発泡層のないもの

・防滑性

・耐薬品性

 （複層）

・

備考

ビニル床シート

（１９.２.２～３）

ビニル床タイル

ビニル床シート

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

１

２

３

塗
装
工
事

１

防火材料

床用防じん塗料塗り

材料

４ 施工業者

（１８．１．３）

（１８．１．３）

建物内部に仕様する塗料の材質　・水性系　・　

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

材　　質　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　　）　

　・次の箇所を除き防火材料とする　（箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

塗 布 量　　主剤２回塗とし、総塗布量は０．２５kg/ｍ2以上とする。
仕上種別　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

・マスチック塗材塗りは、全国マスチック事業協同組合連合会の所属員で同組合が実施する検定試験に合格した者を有する業者

又は施工技術に関し当該団体の会員と同等以上の技術を有すると監督員が承諾する施工業者とする。
　施工技術、品質管理に関して指導を行っている愛媛県仕上工事業協同組合の組合員、（一社）日本塗装工業会愛媛県支部の会員

　先付け材料　　・サッシ枠　・ゴンドラ用ガイドレール　　

　表面仕上げ材　・磁器質タイル

　　　　　　　　・石材（・花こう岩　・大理石　・　　　　　　　）

ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差（mm）

　・ｈ＝－１～＋２、Ｗ1及びＷ2＝±１

製品及び取付位置の寸法許容差　　※標準仕様書表１７．３．１～２による ・　

　配　筋　　・図示

　断熱材　

　耐火目地材

　シーリング材の種類　

・

・

・

（１７．２．５）

カーテンウォール
メタル２

（１７.２.２～３）

製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.2.1～3による
ガラス溝の寸法、形状　※製造所の仕様による　
ガラスの取付け方法　　・　

耐動荷重
　ＪＩＳ　Ａ１４５４による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩耗性試験、層間はく離強度試験（発泡層のある
　ビニル床シートのみ）及びキャスター性能試験後、異常がないこと

カーペット敷き

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状種　別 色柄等織り方

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・柄物

　（標準品）

・無地・A種

・B種

・C種

帯電性 備　考

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

※人体帯
　電圧3kV以下

工　　法パイル長さ（mm）パイル形状

・ループパイル

・カットパイル

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・ 5～ 7　

・ 4～ 6　

・ 4　  　

・

※全面接着工法

・グリッパー工法

帯電性 備　考

（※人体帯

　電圧3kV以下

色 厚さ（mm） 寸法（mm）種類

　・視覚障害者用床材（塩ビ製） 　※黄色 ※2.0 ※300×300

形状　JIS T 9251

・特殊機能床材（帯電防止以外）

・ビニル幅木　高さ（mm）　※６０　・７５　・１００

・標準仕様書の規定による材料又は評価名簿による材料

・織じゅうたん

下敷き材　※反毛フェルト（ＪＩＳ　Ｌ　３２０４）の第２種２号　呼び厚さ　８mm　・　
・タフテッドカーペット

下敷き材　※反毛フェルト（ＪＩＳ　Ｌ　３２０４）の第２種２号　呼び厚さ　８mm　・　

２

（１９.３.２～３）

パイル形状 種別 施工箇所 寸法(mm) 総厚さ(mm) 備考
　※ループパイル ※第一種 ※500×500 ※6.5 ・のり付け加工品敷き

・第二種 ・ ・
　・カットパイル
　・カット、ループ併用

種　類

・厚膜型塗床材

施工箇所

※平滑仕上げ　　

仕上げの種類工　法

・防滑仕上げ　　

・つや消し仕上げ

・厚膜型塗床材

　エポキシ樹脂塗床材

・平滑仕上げ
・防滑仕上げ　

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床材

・薄膜流し展べ工法
・厚膜流し展べ工法
・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

・薄膜型塗床材

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床材
（JIS K 5970）

工程
塗布量（kg/㎡）　
表面仕上げ　
溶剤　　

　・　　

　・標準色 仕上げ色 　

合成樹脂塗床

　・平滑　 ・防滑　
　・水性色 ・溶剤系 ・無溶剤系

間伐材等
の適用

種類 樹種 厚さ(mm) 大きさ(mm) 工法

・モルタル埋込み工法・フローリングブロック

・接着工法

・
※15 ※303×303

・

・
・15

・

・

・※303×303

・フローリングボード
・釘留め工法
　(根太張り)

・釘留め工法
　(直張り)

・接着工法

・

・

・15
・

幅　　75

幅　　75

・12以上
・

・・

・モザイクパーケット ・接着工法・ ・ ・

・

・

・

・

フローリング張り

（１９.４.２～３）

・タイルカーペット

階段部分　　※模様流し　・市松敷き　・　
平　　場　　※市松敷き　・模様流し　・　タイルカーペットの敷き方

見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　・適用しない
（表19.4.1～7）

（表19.5.1～6）単層フローリング

３

４

長さ　400以上

長さ　400以上

長さ　400以上
・8以上

・なら

・なら

・なら

・なら

・なら

断熱材

紙 繊維施工箇所

・ ・
・ ・
・ ・
・ ・

プラスチック
壁紙の種類

無機質 その他 防火種別

・ ・ ※不燃　・準不燃　・難燃

・ ・ ※不燃　・準不燃　・難燃

・ ・ ※不燃　・準不燃　・難燃
・ ・ ※不燃　・準不燃　・難燃

・
・
・

・

壁紙張り
（１９.８.２～３） 備考

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　・A種　※B種
せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　・A種　※B種

下記の保温剤は、特定フロンを含まないものとする。・断熱材の打込み及び張付け

・断熱材現場発泡工法

　　厚さ(mm)　・２５　・３０　・　
　　施工箇所　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレイン回りの床板下等、部分的に後張りとしなければならない箇所
　　　　　　　　・図示 　製造所　評価名簿による

１ 仕上り高
構法施工箇所 寸法表面仕上げ材

(mm)
・1.0Ｇ ・3,000Ｎ ・500×500・帯電防止床タイル・パネル構法

・・タイルカーペット・0.6Ｇ ・5,000Ｎ
・

フリーアクセスフロア

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事
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（２０．２．２）

７

８

耐震性能 所定荷重

　製造所　評価名簿による表面仕上材の品質・性能は、標準仕様書１９章による

構成材の材質　・アルミニウム製　・鋼製　・　

スロープ及びボーダー　※製造所の仕様による　・図示

２ 総厚さ
　構造形式 遮音性 防火性能厚さ(mm)材質(mm)

※0.6※鋼板 ・ 0・12 ・不燃・スタッド式
・0.8 ・20・28・スタッドパネル式 ・

・36・パネル式 ・焼付塗装

パネル表面仕上げ

アクリル樹脂焼付
※メラニン樹脂焼付又は

３ 厚さ移動間仕切 表面材圧接装置の
走行方向 遮音性操作方向 仕上げ(mm)操作方法 の材質

・手動式 ※鋼板 ・焼付塗装 ・36未満・プッシュ式・平行方向移動式
・36以上・壁紙張り・電動式・二方向移動式 ・ハンドル回転式 ・

・・部分電動式 ・

ドアエッジ脚　　部
表面材の品質

形状 材質 形状 材質
・アルミニウム製 ・標準 ・アルミニウム製・メラミン樹脂系化粧板 ※幅木
・ステンレス製 ・Ｒ ・ステンレス製・ポリエステル樹脂系化粧板 ・支柱

・ ・なし ・ ・表面材と同材

（２０．２．３）

（２０．２．４）

耐荷重性能（5000Ｎ)の性能
　平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」の建設技術評価において評価を取得したもの、又は同等

　　耐荷重性能(3000Ｎ)：

　　耐荷重性能(5000Ｎ)：

積載荷重1,000Ｎの際、最大変形量1.5mm以下（使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠点が
ないこと）
積載荷重1,000Ｎ以上の際、最大変形量1.0mm以下（使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠
点がないこと）

表面材

　製造所　ＪＩＳ　Ａ　６５１２によるもの、または評価名簿による

　製造所　評価名簿による
仕上げの壁紙張りの品質　　標準仕様書１９．８による

遮音性能は、ＪＩＳ　Ａ　６５１２に準拠する

ハンガーレールの取付け下地の補強　※標準仕様書２０．２．４（Ｃ）（３）による　・　

　製造所　評価名簿による

ローリングロード性能　※適用する　・適用しない
　ローリングロード試験

帯電防止性能　　・　

漏えい抵抗　　　・　

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材
・押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・硬質ウレタンフォーム断熱材
・フェノールフォーム断熱材

　断熱材の種類　・Ａ種１　・Ａ種１Ｈ

・

種類

・断熱材(3種b)

厚さ(mm)
・25　・　
・25　・　

接地部分

施工箇所

畳敷き

せっこうボード
その他ボード
及び合板張り
（１９.７.２～３）

種　別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（畳床：　　　　　　　　　　　　）
畳床に使用する繊維板原材料
　仕様「１９章 内装工事 ７ せっこうボード、その他ボード及び合板張り」による

遮音シール材　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンバウンド）
合板類の張付け　　・Ａ種　※Ｂ種
天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

５

６

（１９．６．２）

・

種類 樹種

・

防湿 間伐材等
処理 の適用

・行う ・ ・釘留め工法(根太張り)

・釘留め工法(直張り)

・接着工法

工法

・
・

フローリング
・複合３種

フローリング
・複合２種

フローリング
・複合１種

天然木化粧複合フローリング

種別

・Ｂ種

・Ａ種

※Ｃ種

厚さ
大きさ（㎜）

・900以上

・なら

・なら 厚さ　・12以上

幅　　・75以上

長さ　・450以上

せっこうボードの目地工法　

モルタル・せっこうプラスター面の素地ごしらえ　・A種　※B種

　突付け工法・目透し工法のエッジの種類　　・ベヘルエッジ　・スクェアエッジ

５ 手すり
（２０．２．６）

材料　　・ステンレス製　ＳＵＳ３０４　（表面処理　　※ＨＬ程度　・Ｎｏ．２Ｂ程度）
　　　　・鋼製　（表面処理　　※溶融亜鉛めっきＣ種　・　　　　　　　　　　　）

取付け工法 端部フラットエンド材種 幅(mm)階段滑止め
・ステンレス製（ＳＵＳ３０４） ・約35 ※接着工法 ※有り（※ビニル製　・ステンレス製）

ビニルタイヤ入り ・ ・埋込み工法 ・無し

形式黒板及び 寸法(mm) 色彩種類
※緑　・黒 ※平面　・曲面ホワイトボード ※焼付け

・黒板
・スクリーン付き引分け・

・ほうろう ※平面　・曲面
・ホワイトボード 白

・スクリーン付き引分け・

鏡

・ ・ ・ ・
・・・・図示・各階案内板

※図示 ・５ ※図示 ※図示・アクリル板・庁舎案内板
・

・・・・図示・ピクトグラフ
※図示※図示・５※図示・アクリル板・室名札
・・・・・図示（・両面　・片面）

※図示※図示※市販品※３０Φ・ステンレス製・衝突防止表示
書体取付高さ(mm)厚さ(mm)寸法(mm)材質区分表示

・・

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸　法(mm)　　・図示　・　

厚さ(mm)　　※５　

（１９.５.２～６）

（１９.９.２～４）

可動間仕切

６

７

８

９

（２０．２．７）

（２０．２．９）

（２０．２．１０）

（２０．２．１１）

・溝構法

のものとする。

案内用図記号は　ＪＩＳ　Ｚ　８２１０　による。　誘導標識、非常用進入口表示等は消防法に適合する市販品とする。

タラップ 材料　　※ステンレス製　ＳＵＳ３０４　（表面処理　　※研磨なし　・　　　　　　　　　　　）
　　　　・鋼製　（表面処理　　※溶融亜鉛めっきＣ種　・　　　　　　　　　　　）

11 煙突ライニング 煙突用成形ライニング材 適用安全使用温度：・４００℃　・６５０℃　・　
キャスタブル耐火材
　工　法：・こて押え　・　 最高使用温度：・４００℃　・　

（２０．２．１２）
10

（２０．２．１３）

・ヒノキ
幅　　15018 ガラス塗装
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・額縁ﾀｲﾌﾟ

　※添加材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２２.３.２～３）

　砂の粒度試験　　　　　・行う　※行わない

（２２.４.２～６）

・・・１００・クロススラット※2本操作コード式
・図示・アルミニウム合金製・８０・アルミスラット・1本操作コード式・縦形

・操作棒式
・・・・・コード式
・図示・鋼製※２５※アルミニウム合金製※ギヤ式※横形
取付箇所ボックス・レールの材質スラットの材質種類寸法(mm)形式ブラインド

収納家具、書架
・物品棚

くつふきマット 材種 備考受け枠

・塩化ビニル又はゴム製 ・ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）
・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金
・ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）製 ・
・

カーテン及び
カーテンレール ・フランスひだ ・シングル ・電動

・箱ひだ・つまひだ ・ダブル ・ひも引き
・プレーンひだ・片ひだ ・手引き
・
・

・３級・チェーン式・
・・２級・スプリング式・綿
・図示・１級・電動式※ポリエステル

備考寸法(mm)遮光性能操作方式材種ロールスクリーン

点検口

寸法 形式 外枠 内枠 枠の
許容差

※アルミニウム製 ・450×450 ・屋内外用・一般形 ・額縁ﾀｲﾌﾟ ±0.5mm 片側
・ ・600×600 ・屋内用 ・目地ﾀｲﾌﾟ ・目地ﾀｲﾌﾟ 以内 2.0mm以内

・ ・密閉形

材種 寸法 形式 枠の許容差

※アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 受枠、蓋枠とも 片側

・ステンレス製 ・600×600 ・密閉形 ・屋内用 ±0.5mm以内 2.0mm以内

・鋼製 ・ ・結露防止形
・鋳鉄製

スラット幅(mm)

階段手すり笠木

天井見切り縁

ピクチャーレール

視覚障害者
誘導用ブロック

屋外掲示板 照明器具　　　　・有り　　・無し
施錠装置　　　　※有り　　・無し

形式 材種 柱径、肉厚(mm) 高さ（ｍ） 備考
・上下式鎖内蔵式 ・ステンレス製 ・ ・

（・標準品　・スプリング式） ・ ・ ・

・

　施工箇所 寸法（Ｌ＝ｍｍ） 摘要 規格・品質等
　・流し台 ※1200　・1500　・1800 トラップ付
　・コンロ台 ※ 600　・ 700  ・　 バックガード　※有り
　・つり戸棚 ※1200　・ 900  ・　
　・水切り棚 ※1200　・ 900  ・　 ステンレス製 ・１段・２段
　・調理台 ※1200　・ 900  ・ 600　

形式 材種 高さ（ｍ）
・テーパー式 ・アルミニウム合金製
・同一断面式 ・

車止めさく

流し台ユニット

フェンス

旗竿

３

２

21

排
水
工
事

１

・・・Ｔ－20用
・・・Ｔ－14用・Ｕ形溝用
・・・Ｔ－６用・桝ふた用

・平形・・・Ｔ－２用・溝ふた（側溝用）・
※凹凸形・・・歩行用・溝ふた（横断用）・受枠付・ステンレス製

・（　　）・ ・・Ｔ－20用
・（　　）・・・Ｔ－14用・Ｕ形溝用
・（　　）・・・Ｔ－６用・桝ふた用

・・（　　）・・・Ｔ－２用・溝ふた（側溝用）・
※凹凸形・（　　）・・・歩行用・溝ふた（横断用）・受枠付・鋼製

上面形状適用荷重用途形式種類
（付着量）縦目普通目
亜鉛めっきﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁグレーチング

・　・中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式）
・Ｔ－２０用　（５０）　・密閉型（テーパ・パッキン式）

・無・Ｔ－６用　　（１５）　・簡易密閉形（パッキン式）
・有・Ｔ－２用　　（　５）　・水封形
鍵適用荷重（安全荷重（ｋＮ））種類鋳鉄製ふた

・ＶＰ

・    ・    ・    ・   ・ＲＳ－ＶＵ
・300 ・350 ・400 ・450・ＶＵ
・150 ・200 ・250 ・　・硬質塩化ビニル管
・350 ・400 ・450・（１種）
・150 ・200 ・250 ・300・Ｂ形管※外圧管・遠心力鉄筋コンクリート管

備考呼び径形状材種
排水管

４

５

３

２

カラー舗装

コンクリート舗装

アスファルト舗装

路盤

１

２

３

４

５

６
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植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

７

９

10

工法 有効土層の厚さ（cm） 整備範囲
・樹木 ※Ａ種 樹高12m以上 （※100　・120　・150） ・葉張り部分

・Ｂ種 樹高7以上12m未満 ・植栽部分（※ 80　・100）

・Ｃ種 樹高3以上7m未満 ・図示（※ 60　・ 80）
・Ｄ種 樹高3m未満 （※ 50　・ 60）

※芝、地被類 ※Ｂ種 ※ 20
・ ・ ・図示

植栽地の確認

植栽基盤の整備

植込み用土

土壌改良材

支柱

樹木

幹巻き用材料

（２１．２．１）

（２２.５.２～６）

（２２.６.２～４）

（２３．１．３）

（２３．２．２）

（２３．２．３）

（２３．２．３）

（２３．３．２）

（２３.３.２～３）

（２３．３．２）

カーテンレール
　材　種　※アルミニウム製　・ステンレス製　・　
　形　式　・片引き　・引分け（暗幕用は３００mm以上の召合せの重掛けとする）

・収納家具　　　※ＪＩＳ　Ｓ　１０３３（オフィス用収納棚）による　　形状・寸法　※図示
・書架・物品棚　※ＪＩＳ　Ｓ　１０３９（書架・物品棚）による　　　　形状・寸法　※図示

ＪＩＳ　Ｓ　１０３９による種類　・１種・２種・３種・５種・６種・７種

　製造所　評価名簿による品質・性能等　追補による・天井点検口

材種 外枠と内枠の
クリアランス

受枠と蓋枠の
クリアランス

　製造所　評価名簿による品質・性能等　追補による・床点検口

一般形：パッキンを装着しないもの、又はがたつき防止用パッキンを装着したもの

密閉形：ボルト、ナット等のメカニカル構造にパッキンを装着したもの

材種　ビニル製（形状は図示）

材種　※アルミニウム既製品　　・塩化ビニル既製品

※見切り縁兼用タイプ　・　
移動フック　　ヶ所／ｍ　　安全荷重　※１５kg以上

材種　・コンクリート製（厚さ６０mm）　・磁器質タイル製

形状　ＪＩＳ　Ｔ　９２５１による　　寸法(mm)　※３００×００　　色　黄色

本体材質　　　　※ステンレス製　　・　　
掲示板面材質　　・　
形状寸法　　　　※図示

フェンスの種類　・ビニル被覆エキスバンドフェンス　・樹脂塗装メッシュフェンス　・鋼管フェンス
高さ　　・図示　・　　

旗竿受金物　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）製　・　

　・石綿スレート　・石綿セメント珪酸カルシウム板　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

施工調査

　調査結果は、図面により記録し、監督員に提出する。

　（４）施工範囲等の確認

　製造所　評価名簿による

　製造所　評価名簿による

路床安定処理　　・行う　※行わない

　・ジオテキスタイル
　　単位面積質量　　６０g/ｍ2以上
　　引張強さ　　98N/5cm(10kgf/5cm)以上

厚さ(mm)　　０．５～１．０
透水係数　　1.5×10 cm/sec以上

-1

盛土に用いる材料
　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した処理土

路盤の厚さ・路盤の構成　　※図示による
路盤材料　※再生材のクラッシャラン　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

アスファルト舗装の構成及び厚さ　　※図示による

アスファルト　　・再生アスファルト　・ストレートアスファルト

骨材　　※砕石　・アスファルトコンクリート再生骨材
加熱アスファルト混合物等の種類
　表層　・密粒度アスファルト混合物（１３）　・細粒度アスファルト混合物（１３）

舗装の構成及び厚さ　　※図示による
溶接金網　　※使用する（１５０×１５０×６Φ）　・使用しない
コンクリート版の厚さの試験　・行う　※行わない

土壌の酸度試験　　　　　　　・行う　※行わない

水溶性塩類（ＥＣ）の試験　　・行う　※行わない

土壌改良材
・適用する

・適用する・植栽部分

植栽基盤の排水設備　　・設ける（・暗きょ　・開きょ　・排水層　・竪穴排水　・　　　　）

※現場発生土の良質土　・客土

土壌改良材　　・適用する　・適用しない

　・パーク堆肥　　品質・性能等は、追補による
　・発酵下水汚泥コンポスト　　品質・性能等は、追補による
　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

樹種、寸法、株立数等　　　※図示

支柱材　　※丸太（間伐材）　・真竹　・　

形　式　　・添え柱形　・鳥居形　・ハツ掛け形　・布掛け形　・ワイヤ掛け形　・地下埋設形

防腐処理方法　　※加圧式防腐処理丸太材

※幹巻き用テープ　・わら、こも

11 屋上緑化
（２３.５.２～４）

植栽基盤及び材料　　品質・性能等は、追補による
・屋上緑化システム
　土壌層の厚さ　　・図示　・　
　排水層　　・軽量骨材（層の厚さ：　　　）　・板状成型品
　植込み用土　　※改良土　　・人工軽量土
　樹木の材種、寸法、株立数、寸法等　　※図示　・　

・屋上緑化軽量システム
　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　※図示　・　

特殊加工等ひだの種類 形式 開閉操作 施工取付箇所 備考

（暗幕）

（表21.2.1）

（２１．２．１）

（２１．２．１）

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・行う（※乱した土　・乱さない土）　※行わない
　路床の締固め度試験　　・行う　※行わない

６ 舗装の構成及び厚さ　　※図示による

アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　※行わない舗装
透水性アスファルト

添加する材料　　・着色骨材（　　　）　・自然石（　　　）

結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量

樹脂系混合物、ニート工法及び塗布工法の配合等

・

舗装の構成及び厚さ　　※図示による

　加熱系　・アスファルト混合物　・石油樹脂系混合物
　常温系

（２２.７.２）

（２２.７.６）

工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する
　建築基準法に基づき定められた区分は、１章　一般共通事項　７　耐荷重及び耐外力による
支柱　　・設置する（種類　・図示　・　　　　　）
かん水装置　　・設置する　（工事区分は図示による）

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　※図示

路床の構成　　※図示による

厚さ凍上抑制層

透水性舗装 厚さ

・

・

１22

舗
装
工
事

路床

（２２.２.５）

（２２.２.２～３）

舗装 種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 備考
・コンクリート平板舗装 ※普通平板(Ｎ) ※300角

・透水平板(Ｐ) ・・

・インターロッキング ※普通ブロック 車道部　※80・　 色彩及び表面加工

ブロック舗装 ・透水性ブロック 歩道部　※60・　 ※標準品
・植生用ブロック ※80　　・100 ・

・舗石 ※小舗石(花崗岩) ※80～100
・

基層　※コンクリート舗装
・アスファルト舗装

ブロック系舗装

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm) 揮発性有機溶剤の含有率
・1種 常温 ※白 ※150 ※1.0 塗料総質量に対して
・2種 ・ ・ ・ ５％以下
※3種1号 溶融 粉体状

加熱
液状

路面表示用塗料

※60

・研ぎ出し・洗い出し・たたき出し

施工方法　※うろこ張り
・

・保水性歩行用ブロック及び床タイル　品質・性能等　追補による

（ＪＩＳ　Ｋ　５６６５（路面表示用塗料）による）

（２２．８．２）
７

８

種類

植栽

石綿含有成形板
処理等

処理を行う石綿含有成形板の仕様

　処理を行う石綿含有成形板の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

　（２）石綿含有成形板の種別、厚さ等の確認

　（３）石綿含有成形板の使用数量の確認

生地の種別、品質、

　形　状　・Ｃ型　・Ｄ型　※角形　・　
　仕上げ　※アルマイト　・　

アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　※行わない

表面加工
目地材　・砂　・モルタル

12

（２０．２．１４）

13

（２０．２．１５）

14

（２０．２．１６）

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

芝
（２３．４．２）

※こうらい芝　・野芝　・　

吹付けは種 種子の種類　　※洋芝類又はクローバー（採取後２年以内）　・　

種子の量　　　※発芽率８０％以上　・　（２３．４．４）

８ 新植、移植樹木、
芝等の枯補償

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯保証の期間
　※引渡しの日から１年　　・無し

移植樹木の枯損処理を行う期間　
　※引渡しの日から１年　　・無し

（２３．３．４）
（２３．３．６）

　（１）石綿含有成形板使用部位の確認（図面記載の使用範囲に限定せず、広く確認うこと。）



名称工事番号・工事名令和7年度 A-008特記仕様書（追補） No scale第76回全国植樹祭お野立所新築工事

矢野青山建築設計事務所 矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会

章 項目 特　記　事　項 章 項目 特　記　事　項

２ 居室を有する建
築物に用いる建
築材料の仕様

　１　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレン（以下「ホルムアルデヒド等」という。）を発散

対策をとる建築材料等 使用制限

１
対象化学物質
建築材料の規制 　　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、クロルピリ

　ホス、ダイアジノン、フェノルカルブ、パラジクロロベンゼン、フタル酸ジ－ｎ－ブチル、テトラデカン
　、フタル酸ジ－２－エチルヘキシルの１３物質（以下「規制対象化学物質」という。）とする。

４ 室内空気環境
測定

　　・一般　　　　　　　　　　箇所

　　・住宅等　　　　戸　　　　　　戸当たり　　　室

　・図示

　１．測定対象室等

　２．測定対象化学物質

　３．測定方法

合板（１）
木質系フローリング
構造用パネル
集成材
単板積層材
ＭＤＦ
パーティクルボード
その他の木質建材

　ホルムアルデヒド等を発散しないか、発散がきわめて

う。）とする。
少ないＪＡＳ又はＪＩＳの規格品（以下「規格品」とい

家具（２）
書架
実験台
その他の什器等

　（１）（５）（７）に掲げる建築材料等を使用してい
る場合は、ホルムアルデヒド等を発散しないか、発散が
極めて少ないものとする。

ユリア樹脂板（３） 　ホルムアルデヒド等を発散しないか、発散が極めて少
ないものとする。

（４）壁紙 　ホルムアルデヒド等を発散しないか、発散が極めて少
ないものとする。

（５）
ニル床シート及び幅木等の
施工時に使用する接着剤

壁紙、ビニル床タイル、ビ

保温材
緩衝材
断熱材

（６）

塗料（７）

仕上塗材（８）

３ 施工中の安全
管理

　　接着剤及び塗料の塗布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し、適切な乾燥時間をとるも

建築工事特記仕様書　追補（その１）

発
生
材
の
処
理
等

室
内
空
気
汚
染
対
策

室
内
空
気
汚
染
対
策

章 特　記　事　項項目

り扱い）
材以外の資材の取
に係る特定建設資

1　建設リサイクル法

　　２）再資源化施設を利用する場合､その距離が50ｋｍを超える場合は、最終処分とすることができる。

　　　が過大とならないなど､その再資源化が経済性の面において制約が著しくないと認められる場合には、

　　　再資源化に努める｡

工種 資材名 再生方法 備考

自・他工事で

再利用

　土工事 　発生土 　土木工事における建設副
　産物活用の当面の運用及

　び実施要領（愛媛県土木部）

　建設汚泥　地業工事

　鉄筋工事

　鉄骨工事

　鉄筋

　鉄骨

　ALCパネル 　ALCパネル

　押出成形セメント

　板工事

　押出成形セメント板

　屋根及びとい工事 　塩化ビニル管

　内装工事 　ロックウール

　グラスウール

　石膏ボード

　金属・建具工事 　アルミ材

　鋼材

　電線類

　配管材料

　機器・盤類

　蛍光管

　小型二次電池

　塩化ビニル管

　塩ビライニング鋼管

　機械設備工事

　鋼管など金属類

　ダクトなど金属類

　配管・ダクトなどの吊材等

　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ･ﾛｯｸｳｰﾙ

　再資源化施設

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　塩化ビニル管

　・継ぎ手協会

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　塩化ビニル管

　・継ぎ手協会

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　再資源回収業者等

　同上

　　下記資材の再資源化を積極的に図ること。

　　６）特定建設資材を再利用した場合は､マニフェストや受け入れ証明書等を提出すること｡

　　３）産業廃棄物広域認定制度により指定を受けた資材については、当該施設等に運搬する費用

　　１）施工計画書を作成し､建設副産物の発生抑制・再資源化を図る計画とする。

　　４）新築時の端材は、原則として広域認定制度による製造所等への搬入に努め再資源化を図る。

　広域認定制度

　広域認定制度

　広域認定制度

　広域認定制度

　広域認定制度
　広域認定制度

　広域認定制度

　広域認定制度

　　５）解体材についても広域認定制度の許可製造所等と協議し、再資源化に努める。

　電気設備工事

　　　　　Ｆ☆☆☆又はその同等品を用いること。

　　するおそれのある建築材料等について、次表のとおりその使用を制限する。

　　建築材料については、規制対象化学物質を発散するおそれのあるものの使用を可能な限り制限すること
　とし、その仕様については、原則として次の１から５の定めによる。

　２　トルエン、キシレン及びエチルベンゼン（以下「トルエン等」という。）を含有する塗料及び接着剤

対策をとる建築材料等 使用制限

　３　クロルピリホス、ダイアノジン及びフェノルカルブ（以下「クロルピリホス等」という。）を含有

対策をとる建築材料等 使用制限

対策をとる建築材料等 使用制限

　５　その他

（１）
ニル床シート及び幅木等の
壁紙、ビニル床タイル、ビ

施工時に使用する接着剤

　トルエン等の含有量が少ない規格品とする。

塗料（２）

木材保存（木材の防腐・　
防蟻処理）剤

　クロルピリホス等を含有しない非有機リン系の薬剤とし、
加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い、充分乾燥した後に
現場へ搬入する。

壁紙用接着剤（１） 　フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ
シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を使用している規格品
とする。

（２）木工用接着剤 　フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキ
シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を使用している規格品
とする。

　　について、次表のとおりその使用を制限する。

　　する防腐・防蟻剤について、次表のとおりその使用を制限する。

　４　可塑剤を使用している建築材料等について、次表のとおりその使用を制限する。

　　規制対象化学物質の含有量を確認のうえ、その発散低減に努めること。

　　関する法律（平成11年法律第86号）第14条によるMSDS（化学物質安全データシート）等を活用し、

　　　建築材料の選定にあたっては、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に

　のとする。
　　また、施工時及び施工後は、通風、換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等を室内に滞留させ
　ないよう配慮すること。

　　規制対象化学物質のうち、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン及びスチレン
　の５物質（以下「測定対象化学物質」という。）とする。

　　測定は、住宅の品質確保の促進等に関する法律（平成11年法律第81号）第３条第１項に規定す

　る評価方法基準（平成13年国土交通省告示第1347号。以下「評価方法基準」という。）の第５の

　６－３（３）に定める方法（アクティブ法）又は、パッシブ型採取機器を用いて、次の各号に

掲げる方法（パッシブ法）により実施するものとする。

（３）その後、測定対象室のすべての窓及び扉を５時間以上閉鎖する。ただし、造り付け家具、押入
　　れ等の収納部分の扉は開放したままとする。

（４）測定は（３）の状態のままで行う。

（２）測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、

（１）測定位置は、部屋又は測定区域の中央付近で、床から1.2mから1.5mの高さとする。

　　30分間換気する。

（以下、パッシブ法の手順）

　　　　なお、８時間測定の場合は、14：00～15：00が測定時間帯の中央となるようにし、

（参考）アクティブ法の場合

採取は30分以上継続して、同時に又は継続して２回以上行うこと。

すること。

　　ア　測定時間は24時間とする。ただし、工程等の都合により、24時間測定が行えない場合は、

　　８時間測定とする。

　　　10：30～18：30の間で１回測定する。

　　イ　上記（２）（３）（４）において、換気設備又は空気調和設備は稼働させたままとする。

　　　　ただし、局所的な換気扇等で常時稼働させないものについては、停止させたままとする。

　４．分析

　５．測定後の対応

　　　完成検査までに、測定年月日、測定時刻、測定結果、測定時の気温・湿度・天候、及び内装仕上げ

アクティブ法・パッシブ法共、分析機関に送付し、濃度を分析する。

　　工事の完了した年月日等を記録したものを作成する共に、使用材料に関する資料を提出すること。

　６．判定基準

　　　次表ア欄の測定対象化学物質の濃度がイ欄の数値（以下「基準値」という。）以下であること。

ア イ

　　ホルムアルデヒド

　　トルエン

　　キシレン

　　エチルベンゼン

　　スチレン

0.88 ppm（3,800μg/m3）

0.05 ppm（  200μg/m3）

0.07 ppm（  260μg/m3）

0.08 ppm（  100μg/m3）

0.05 ppm（  220μg/m3）

　７．基準値を超えた場合の措置

　　　基準値を超えた場合は、建物使用開始までの間、強制換気等により放散の促進を図った上で、

　　再度測定を行い、基準値を下回ることを確認すると共に、原因等を分析し報告すること。

また、採取時間については、その中央の時刻が14：00～15：00の間になるように

　（注１）原則として「Ｆ☆☆☆☆」を用いることとし、該当する材料等がない場合にあっては、
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矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

植える

育てる
使う

■設計趣旨■計画概要

□各部仕上げ

□敷地概要

・主要用途

・工事種別

・階数

・構造

・建築面積

・延床面積

・最高高さ

・耐火建築物の種類

・敷地位置

・敷地面積

　状況

・用途地域

・指定建蔽率

・指定容積率

・防火地域

・日影規制

・その他の地域

・前面道路幅員

□石鎚山の威風堂々とした姿に着想を得た佇まい

県民に広く愛される威風堂々とした石鎚山の姿を取り入れたデザインとすることで、植樹

祭の中心施設として、そして天皇皇后両陛下が御着座される建物として相応しい佇まいを

実現します。　

□森林資源の循環、愛媛の森林の豊かさを視覚的に表現

C L T と丸鋼によるシンプルな三角形で構成します。単純な三角形ではなく、各辺が少し伸び、

丸鋼による空隙を持つことで、循環を表現します。各 C L T はそれぞれ県産のスギ、ヒノキ、

スギヒノキハイブリッドを使用し愛媛の森林資源の豊かさを視覚的に表現します。

・屋根 1

・屋根 2

・床

・間仕切り壁

・鉄鋼部分

□敷地概要

付近見取り図

外観透視図

力強く屹立する石鎚山をイメージ

森林資源
の循環

：その他(仮設建築物)

：新築

：1

：木(CLT)造

：77.71㎡

：80.44㎡

：12.17m

：その他

：愛媛県松山市上野町(愛媛県総合運動公園内)

：515361.88㎡

：多目的広場、暗渠排水管あり

：用途地域の指定なし

：70%

：200%

：法22条区域

：指定なし

：都市計画公園内

：15.0m

：ヒノキCLT（5-5）WP A種(ガラス塗装)

：スギCLT（5-5）WP A種(ガラス塗装)

：スギヒノキハイブリッドCLT（3-4）WP A種(ガラス塗装)

：ヒメ合板　WP A種

：DP塗装

屋根1
屋根2

床版

対象地：愛媛県松山市上野町(愛媛県総合運動公園　多目的広場内)

敷地面積：515361.88㎡
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23.08°

配置図 S=1:600

配
置

基
準

：
X
0
,
Y
1

配置基準：X0,Y1

：埋設排水管を示す（100φ・管底レベル地盤面-400）

＊設計GL＝84.38(標高)とする

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

*日によって使用できない場合あり。
運動公園の指示に従うこと。

*工事期間中に隣地補助競技場で大会の予定あり。（11～1月、7日程度）
　大会期間中は運動公園の指示に従い、工事の制限等の措置をとること
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配置基準：No.3ピン(X:85304.591  Y:-65160.754)

作業員用駐車場(予定)
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床下空配管
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100求積図 A-011

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事
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記号 計算式(m) 面積(㎡)

11 9.097 × 1.723 ÷ 2 7.837

12 4.005 × 1.597 ÷ 2 3.198

13 1.597 × 4.005 ÷ 2 3.198

14 1.301 × 6.867 ÷ 2 4.467

15 2.230 × 2.341 ÷ 2 2.610

16 7.153 × 7.500 53.648

17 1.041 × 5.270 5.486

 合計面積 80.444

記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 8.096 × 1.533 ÷ 2 6.206

2 1.494 × 0.596 ÷ 2 0.445

3 3.362 × 1.341 ÷ 2 2.254

4 0.596 × 1.494 ÷ 2 0.445

5 1.111 × 5.866 ÷ 2 3.259

6 2.230 × 2.341 ÷ 2 2.610

7 1.341 × 1.397 ÷ 2 0.937

8 7.343 × 7.500 55.073

9 1.230 × 5.270 6.482

 合計面積 77.711

建築面積算定 床面積算定

容積率：
80.44÷515361.88ｘ100＝0.016％

建蔽率：
77.71÷515361.88ｘ100＝0.015％

建築面積：77.71m2

延床面積：80.44m2
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名称工事番号・工事名令和7年度 A-012-仕上表

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

配筋・型枠・打設・養生・脱型

ガードマン・敷鉄板・バリケード設置期間

工場加工

工場塗装

足場設営

建方

採寸・製作

建方

足場・揚重機械設置期間

造作

調整・取付

現場塗装

砂利敷き・電気配管

鋤取り・砕石・捨てコン

鉄骨部材加工図作成

加工図作成・加工データ作成

鉄骨部材製作

遣方・墨出 植樹祭養生撤去・美装

完了検査 施主検査

準備期間 検査対応・手直し

場所

屋根１

参考メーカー下地 備考

屋根2

正面側階段

背面側階段

背面間仕切控え壁

背面間仕切

床

床(CLT版)

鉄鋼部分

木下地+鋼製束

木下地

ヒノキCLT(5-5) t=150　

スギヒノキハイブリッドCLT(3-4) t=120　

仕上

ヒノキ溝付きフローリング　3本溝　t=15 WP A種（ガラス塗装）

錆止めの上DP塗装

スギCLT(5-5) t=150　

スギCLT(5-5) t=150　

ヒノキCLT(5-5) t=150　

ヒノキCLT(5-5) t=150　

ヒメ合板　t9+9　WP A種②

ヒメ合板　t9+9　WP A種②

WP A種①(ガラス塗装)

WP A種①(ガラス塗装)

WP A種①(ガラス塗装)

WP A種①(ガラス塗装)

仕上げ表

WP A種（ガラス塗装）

基礎 コンクリート素地　

白玉砂利

モクテックカメムラ/ファインクリスタルウッド　同等品以上

モクテックカメムラ/ファインクリスタルウッド　同等品以上

モクテックカメムラ/ファインクリスタルウッド　同等品以上

モクテックカメムラ/ファインクリスタルウッド　同等品以上

モクテックカメムラ/ファインクリスタルウッド　同等品以上

㈱共栄木材/つくるｼﾘｰｽﾞ　ヒノキ溝付(スリット)加工
モクテックカメムラ/ファインクリスタルウッド　同等品以上

品番・色

クリヤー

クリヤー

クリヤー

クリヤー

半透明着色（白）

半透明着色（白）

クリヤー

指定色

クリヤー

砂利敷き

*CLTはマザーボード材料支給（製作工場渡し）とする

*CLTの塗装は工場もしくは現場にて建方前の塗装とすること。現場での塗装とする場合、加工後の運搬時には養生塗装（WPｸﾘﾔｰ）を行うこと。

*使用する建材・副資材はすべてF☆☆☆☆とする

1.仮設工事

2.土工事

3.基礎工事

4.躯体工事

5.建具工事

6.塗装工事

1

3

110 20

12

1 10 20 10 20

2

1 10 20 2010

5

12010

4

12010

想定工程表 1

1

7.その他工事

検査関係

年

月

日

11 工期1か月目 工期2か月目 工期3か月目 工期4か月目 工期5か月目

2025 2026



名称工事番号・工事名令和7年度 平面図 S=1:100 A-013

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

側
衛

長

侍
従

長

宮
内

庁
長

官

女
官

長

副
側

衛
長

床下空配管

GL±0=KBM+0.45とする

*KBM位置は配置図参照

GL±0

GL±0GL±0

GL±450

GL±450GL±450

GL±450

GL±0 GL±0

GL±0GL±0

GL±0

CLT階段

CLT階段

CLT控壁

丸鋼接合部PL
座掘りして床版と接合の上埋木

床：
ヒノキ溝付きフローリング　3本溝　ｔ＝15
下地合板 t=15

床版接合部PL DP塗装

白玉砂利
GL±0～+330

背面側は白玉砂利敷なし

背面側は白玉砂利敷なし

小口塞ぎ：SUS VB

小口塞ぎ：SUS VB

*平面図はFL+2000での切断面とする
*通り芯はFL-60（床版CLT芯）レベルでの通り芯
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100 A-014屋根伏図

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

GL±0=KBM+0.45とする

*KBM位置は配置図参照

屋根①：ヒノキCLT(5-5) t=150
　　　　WP塗装A種①（ガラス塗装）

建具①

屋根②：ｽｷﾞCLT(5-5) t=150
　　　　WP塗装A種①（ガラス塗装）
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100立面図 A-015

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

鉄鋼製接合部材　錆止めの上DP塗装

ポリカーボネート平板　t=10 
透明片面マット

床：
スギ・ヒノキハイブリッドCLT(3-4) t=120　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

階段：
ヒノキCLT(5-5)t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

スチールサッシ DP塗装

小口塞ぎ
SUS VB 

2,300 2,3002,300 2,300
9,200

2,300 2,3002,300 2,300
9,200

▽1FL +450

▽GL ±0

▽1FL +450

▽GL ±0

▽最高高さ　+12172▽最高高さ　+12172

白玉砂利
白玉砂利

鉄鋼製接合部材　錆止めの上DP塗装

屋根2:
スギCLT(5-5)　t=150mm　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

階段：
スギCLT(5-5)t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

階段：
ヒノキCLT(5-5)t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

屋根1：
ヒノキCLT(5-5)　t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

階段：
スギCLT(5-5)t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

床：
スギ・ヒノキハイブリッドCLT(3-4)　t=120　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

屋根2:
スギCLT(5-5)　t=150mm　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

Y5 Y4 Y1Y2Y3Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

東立面 西立面



名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100立面図-2 A-015a

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

幕板：コンパネ t=12 点検口部分(ビス留め)W600

鉄鋼製接合部材　DP塗装

屋根1：
ヒノキCLT(5-5)　t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

スギ・ヒノキハイブリッドCLT(3-4) t=120　
WP A種①(ガラス塗装) 小口共

ポリカーボネート平板　t=10 
透明片面マット

小口塞ぎ
SUS VB 小口塞ぎ

SUS VB 2,300 500 4,600 500 2,300 3,080 4,146 1,500 5,068 1,500

▽1FL +450

▽GL ±0

▽1FL +450

▽GL ±0

▽最高高さ　+12172 ▽最高高さ　+12172

屋根2：
スギCLT(5-5)　t=150　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

階段：スギCLT(5-5)　t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

スギ・ヒノキハイブリッドCLT(3-4) t=120　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

鉄鋼製接合部材　DP塗装

鉄鋼製接合部材　DP塗装

間仕切り控え壁：ヒノキCLT(5-5) t=150
WP A種②

階段：
ヒノキCLT(5-5)t=150
WP A種①(ガラス塗装) 小口共

屋根1：
ヒノキCLT(5-5)　t=150　
WP A種①(ガラス塗装) 小口共 

鉄鋼製接合部材　DP塗装

ポリカーボネート平板　t=10 
透明片面マット

間仕切：間柱組の上両面＋小口面
ヒメ合板　t=9+9 WP塗装②

間仕切：間柱組の上両面＋小口面
ヒメ合板　t=9+9 WP塗装②

屋根2：
スギCLT(5-5)　t=150　
WP A種①（ガラス塗装）小口共

白玉砂利

X7 X0

北立面南立面

X7X0



名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100断面図 A-016

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

屋根1：
ヒノキCLT(5-5)　t=150　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

階段：
スギCLT(5-5)　t=150
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

床：
スギ・ヒノキハイブリッドCLT(3-4)　t=120　
WP A種①(ガラス塗装)小口共

捨てコンクリート：t=50
砕石：t=130

床：
ヒノキ溝付きフローリング　3本溝　t=15
下地合板　t=15

土台：ヒノキ　180ｘ90幕板：コンパネ t=12

白玉砂利

基礎天板レベラー t=10
RC基礎：H300 

2,300 2,3002,300 2,300
9,200

▽GL ±0

▽1FL +450

▽最高高さ　+12172

▽1FL +450

▽GL ±0

▽最高高さ　+12172

屋根2：
スギCLT(5-5)　t=150　
WP A種①（ガラス塗装） 小口共

鉄鋼製接合部材　DP塗装

間仕切り控え壁：
ヒノキCLT(5-5)　t=150　
WP A種②（ガラス塗装） 小口共

ポリカーボネート平板　t=10 
透明片面マット

鉄鋼製接合部材　DP塗装

屋根1：
ヒノキCLT(5-5)　t=150
WP A種①（ガラス塗装）小口共

屋根2：
スギCLT(5-5)　t=150
WP A種①(ガラス塗装) 小口共

間仕切：間柱組の上両面＋小口面
ヒメ合板　t=9+9 WP A種②

透明ポリカーボネート平板　t=10 
透明片面マット

床：
スギ・ヒノキハイブリッドCLT(3-4)　t=120
WP A種①(ガラス塗装)小口共

間仕切：間柱組の上両面＋小口面
ヒメ合板　t=9+9 WP A種②

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 X7X0

A断面 B断面



名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:30矩計図

A断面

A-017

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号

B断面

矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事
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土台：180ｘ90 大引き　60ｘ90

引きボルトM12

角座金：52×52×4.5

木下地：90×90

木下地：60×90

基礎梁：600x300

根太　90ｘ90@455

鋼製束＠455基礎梁：600x300 基礎梁：300x300

土台：180ｘ90

屋根②-床版接合部材PL
構造図参照

屋根①-屋根②接合部材PL
構造図参照

土台：180ｘ90

大引き　60ｘ90

床：
ヒノキ溝付きフローリング　3本溝　ｔ＝15
下地合板 t=15
根太：60×90
大引：90×90
基礎天板レベラー　t=10
RC基礎：H300
捨てコンクリート　t=50
砕石 t=130

床版-屋根①接合部材PL
構造図参照

床版：
スギ・ヒノキハイブリッドCLT(3-4)t=120
WP A種①(ガラス塗装)

屋根１：
ヒノキCLT(5-5)t=150
WP A種①(ガラス塗装)

屋根2：
スギCLT(5-5)t=150
WP A種①(ガラス塗装)

屋根１：
ヒノキCLT(5-5)t=150
WP A種①(ガラス塗装)

屋根2：
スギCLT(5-5)t=150
WP A種①(ガラス塗装)

間仕切り控え壁：
ヒノキCLT(5-5)　t=150　
WP A種①（ガラス塗装）　小口共

鉄鋼製接合部材　DP塗装

ポリカ平板　t=10
建具図参照

鉄鋼製接合部材　DP塗装

ビスにより取り外し可能な点検口を（W600）4か所設ける

角座金：52×52×4.5

引きボルトM12

間仕切壁用下地：60×120

間仕切壁用下地：60×120

引きボルトM12

PX8-200

土台：120×120

PX8-200

間仕切壁用下地：120×120

ヒメ合板 t=9+9
WP A種②

ヒメ合板 t=9+9
WP A種②

▽GL ±0

▽1FL +450

▽GL ±0

▽1FL +450

2,300

9
9
120

9
9

Y4 Y5



名称工事番号・工事名令和7年度 建具図① S=1:100 A-018

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

丸鋼に溶接(点溶接@200程度とする)

ポリカーボネート平板 t=10

押縁：St PL t=6 DP塗装

溶接

溶接

20 20

3,19
6

3,83
6

3,20
4

1,720

20

6
4
0

6

15
22

15

施工手順（案）
建方前
①下枠を溶接止め
②縦枠を下枠に仮溶接して角度を調整し、丸鋼に溶接

建方後
③上枠をCLTに留付け
④ポリカーボネート平板を設置の上押縁をビス止め
⑤ｺｰｷﾝｸﾞ

屋根①

三辺支持

三辺支持

丸鋼80φ

丸鋼80φ

枠：St t=1.6 CLTにビス止め
DP塗装

スチールパイプ角型　20x30 DP塗装

押縁：St PL t=6 DP塗装

St PL t=6 DP塗装

52mm
符号

材質・仕様

ガラス種別

枠・見付

見込

備考

上枠：St t=1.6 曲物 DP塗装
その他枠・押縁：St PL t=6、角パイプ　40x20

建具金物 付属金物一式

60mm,40mm（上下枠）

SD-1

ポリカーボネート平板 t=10 透明片面マット
S=1:5

S=1:5

1,090

1
,
80

8

613

606

1,619

1,2
10

40

40 6

6 40



名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100土工事平面図 A-020

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

▽掘削・砕石地業範囲

▽捨てコン

*GL-400以下は既設暗渠排水管の敷設あり

掘削・砕石地業・捨てコン範囲

掘削深さ GL-250
砕石 t=130
捨てコン t=50

該当面積：
(15.545+13.737）*10.6/2＝155.19㎡
(12.827+14.645)*9.6/2=131.87m2

掘削土量：
155.19ｘ0.25＝38.80ｍ3

砕石数量：
155.19ｘ0.13＝20.17ｍ3

捨てコン数量
131.87ｘ0.05＝6.59ｍ3
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100基礎・土台伏図 A-021

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

基礎梁・土台用通り芯
X1より36㎜偏心

基礎梁・土台用通り芯
X1より180㎜偏心

36
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18036
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100床組み伏図 A-022

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

基礎梁
300x300

基礎梁
600ｘ300

大引き　90ｘ90

根太　90ｘ90@455 

根太　60ｘ90

幕板用下地（上下）　90ｘ60

丸鋼を避けて配置すること

大引き　60ｘ90
大引き　60ｘ90

土台：180ｘ90

鋼製束＠455

大引き　90ｘ90

根太　60ｘ90

大引き　60ｘ90

土台：180ｘ90

床版-屋根①接合部材PL

根太　90ｘ90@455

幕板用下地　90ｘ60

白玉砂利

セルフレベリング t=10

幕板用下地　90ｘ60

白玉砂利

床：
ヒノキ溝付きフローリング　3本溝　ｔ＝15
下地合板 t=15

コンパネ t=12 コンパネ t=12

大引き　60ｘ90

小口塞ぎ：SUS VB

S=1/20

屋
根
①
CL
T

床周り詳細図　基礎梁部分　（Y1・Y5）床周り詳細図　（Y1・Y5） 床周り詳細図　基礎梁部分　（Y1・Y5）S=1/20 S=1/20

土台

基礎梁

基礎梁・土台用通り芯
X1より36㎜偏心

基礎梁・土台用通り芯
X1より180㎜偏心

＊床下幕板・砂利は県警による床下検査後に施工すること

＊特記なき下地材は杉材（県産）とする

▽1FL +450

▽GL 

▽1FL +450

▽GL 

▽1FL +450

▽GL 
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:100CLTマザーボード加工指示図 A-023

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

屋根CLT同士の接合部には止水のため、やとい実を入れること屋根CLT同士の接合部には止水のため、やとい実を入れること

設計面積：96.75m2
マザーボード面積：110.4m2
マザーボード数量：16.56m3

設計面積：102.38m2
マザーボード面積：110.4m2
マザーボード数量：13.25ｍ3

床版：スギヒノキハイブリッド 3-4屋根②：スギ 5-5屋根①：ヒノキ 5-5

設計面積：64.76m2
マザーボード面積：84.22m2
マザーボード数量：12.63m3

破線は加工ラインを示す 破線は加工ラインを示す 破線は加工ラインを示す
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＊寸法は設計寸法のため、加工にあたっては刃幅等を考慮すること
＊端材については階段・控え壁等で活用する部分もあるため、取り扱いに注意すること(別紙参照)
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名称工事番号・工事名令和7年度 雑詳細図-CLT階段 S=1:50(A3) A-024

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

裏面からビス止め

表面にはビス等を出さない

裏面からビス止め

表面にはビス等を出さない

脚部分モルタル t=20

踏板

脚部分

モルタル t=20

脚部分

＊木部はガラス塗装（ｸﾘﾔｰ）とする

＊取付位置は平面図参照

＊表面にビス頭・ビス先が露出しないよう留意

　すること

＊裏面については現し面ではないため斜め打ち等

＊設置にあたっては床版CLTの養生を行い,、傷等

　も可とする

　が残らないよう努めること

＊木部はガラス塗装（ｸﾘﾔｰ）とする

＊取付位置は平面図参照

＊表面にビス頭・ビス先が露出しないよう留意

　すること

＊裏面については現し面ではないため斜め打ち等

＊設置にあたっては床版CLTの養生を行い,、傷等

　も可とする

　が残らないよう努めること姿図　S=1/20 姿図　S=1/20

S=1/50S=1/50

▽FL＝GL+450

▽GL

▽FL＝GL+450

▽GL

屋根①端材（ヒノキCLT） ⑦～⑨
背面側階段2基

屋根②端材（スギCLT）　⑩～⑬、⑮～⑰
正面側階段4基

4
0
0

1
5
0

1
5
0

15
0

30

10
350 350

20

1
5
0

370 370

40 30

37
0

4
0
0

37
0

3
0

150 150 1,700 150 150

2,300

3
7
0

1
5
0

1
5
0

15
0

30

10
350350

20

1
5
0

370370

4030

37
0

4
0
0

150 150150 150 900

1,500

37
0

3
0

3
7
0

3
0
1
2
0

3
0
1
2
0

5
0

2
05
0

2
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

350350

1,500

4
0
0

4
0
0 4
0
0

4
0
0

1,500

350350

5
0
1
5
0

15
0
5
0

⑰

⑯

⑮

⑩

⑪

⑫

⑬

⑨

⑧

⑦



名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:50(A3)雑詳細図-間仕切り壁 A-025

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

引きボルト M 1 2引きボルト M 1 2

控え壁取り付け位置
控え壁取り付け位置
控え壁は間柱芯に合わせて配置し
緊結すること

間仕切壁用下地：60×120

ヒメ合板 t=9 二重張り
1枚目：ビス留め
2枚目：接着剤貼り（ビス無し）

PX8-200
ヒメ合板の2枚目を張る前に打ち
ビス頭が露出しないようにすること

PX8-200
ヒメ合板の2枚目を張る前に打ち
ビス頭が露出しないようにすること

引きボルトM12

引きボルトM12

引きボルトM12

引きボルト M 1 2 引きボルト M 1 2 引きボルト M 1 2 引きボルト M 1 2

土台：120×120

ヒメ合板 t=9 二重張り
1枚目：ビス留め
2枚目：接着剤貼り（ビス無し）

間仕切り壁 合板割付　S=1/50

S=1/20

間仕切り壁 下地　S=1/50

＊取付位置は平面図参照

＊表面にビス頭・ビス先が露出しないよう留意

　すること

＊裏面については現し面ではないため斜め打ち等

＊設置にあたっては床版CLTの養生を行い,、傷等

　も可とする

　が残らないよう努めること

＊木部はガラス塗装（ｸﾘﾔｰ）とする

S=1/50

▽FL＝GL+450

▽FL＝GL+450

屋根①端材（ヒノキCLT）　　①～④
背面間仕切壁　控え壁
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:50(A3)雑詳細図-後部雨除け A-026

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

SUSアイプレート（既製品）
参考品番：AK16057

金物取付位置

金物取付位置

ペグで固定 ペグで固定 ペグで固定 ペグで固定

ロープ

ロープ

ペグで固定

雨除け範囲

S=1/200

展開図　S=1/30

接合部姿図　S=1/3

＊膜材の生地はシャワーカーテン用の生地とする

＊膜材の縁の部分はシームテープで補強すること

＊ロープを固定するペグを見込むこと

＊ロープはナイロンロープ18φとする

CLT

後部雨除け　膜材 展開図
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S=1:20

高所作業車　参考：ATｰS150S
デッキ積載荷重　1000kg
最大地上高さ　　14.8m
最大作業半径   10.9m
デッキ外寸法　　 4.6x1.94x1.01m
旋回角度360°

G

高所作業車検討図

＊設計GL＝KBM+0.45とする

G

凡例

名称工事番号・工事名令和7年度 仮設計画図 S=1:600 A-027

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

*カラーコーンなど、施設利用者の工事ヤードへの侵入を防止する措置をとること（任意仮設）
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工事車両出入口：既存フェンス撤去（別途工事）

アスファルト舗装範囲（別途工事）

KBM：No.3ピン(X:85304.591  Y:-65160.754)

KBM+0.45

KBM+0.45

KBM+0.48

KBM+0.41

KBM+0.45

高所作業車（トラック架装リフトブーム型　作業床高さ10m）

ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型　12t吊)

屋根①は建方・本締め後、屋根足場を設ける

芝生保全のため工事ヤード外へ立ち入らないよう注意すること
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名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:150仮設計画図 - 建方手順指示図 A-028

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

ラフタークレーンは2台とし、支保工に立てかける
屋根①が倒壊しないよう保持するものとする

木材の治具：自在ジャッキベースにビス留め

自在ジャッキベース

クレーン

枠組足場・支保工・建方　施工手順

高所作業車

①床版CLTを施工

CLT屋根 建方 順序

①③⑤⑦

②

④

⑥

⑧

②屋根①を地組（鉄骨部材と接合）の上支保工で支持（足元は仮留め）

③屋根②を吊りながら調整し留め付ける
　本締め後屋根足場を設ける

枠組足場

枠組足場　建枠

支保工（先端に自在ジャッキ）

屋根足場　単管

斜材先端　説明図

＊施工時のCLT化粧面への傷・打痕対策を講じること

＊仮設材の固定の際は、養生等によりCLT化粧面への固定は避けること。

　やむを得ずCLT面に対するビス止め等の必要が生じた場合は監督職員・監理者に施工・復旧方法の可否を

　確認し、承認を得ること

＊順序については設計検討による。施工にあたっては監督員・監理者と打合せの上施工手順を検討すること

床版CLTに負荷がかからないよう
サポート材を仮設で設ける

屋根①

屋根①

屋根②

屋根CLTに跡が残らないよう
大きめの木製治具で支える

支保工

屋根CLTに跡が残らないよう
屋根足場先端には保護部材を取り付ける

コンパネ等で養生

屋根②

屋根①

敷き鉄板敷き鉄板



名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:150仮設計画図 - 内部足場断面図・屋根足場立面図 A-029

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

▽FL±0

1段目：▽FL+1675

2段目：▽FL+2550

3段目：▽FL+3350

5段目：▽FL+4555

4段目：▽FL+4225

6段目：▽FL+5025

7段目：▽FL+5400

8段目：▽FL+5900

9段目：▽FL+6700

▽FL±0

1段目：▽FL+1675

2段目：▽FL+2550

3段目：▽FL+3350

5段目：▽FL+4555

4段目：▽FL+4225

6段目：▽FL+5025

7段目：▽FL+5400

8段目：▽FL+5900

9段目：▽FL+6700

▽FL±0

1段目：▽FL+1675

2段目：▽FL+2550

3段目：▽FL+3350

5段目：▽FL+4555

4段目：▽FL+4225

6段目：▽FL+5025

7段目：▽FL+5400

8段目：▽FL+5900

9段目：▽FL+6700

1段目：▽FL+1675

2段目：▽FL+2550

3段目：▽FL+3350

5段目：▽FL+4555

4段目：▽FL+4225

6段目：▽FL+5025

7段目：▽FL+5400

8段目：▽FL+5900

9段目：▽FL+6700

▽FL±0

1段目：▽FL+1675

2段目：▽FL+2550

3段目：▽FL+3350

5段目：▽FL+4555

4段目：▽FL+4225

6段目：▽FL+5025

7段目：▽FL+5400

8段目：▽FL+5900

9段目：▽FL+6700

▽FL±0 ▽FL±0(GL+450)

▽GL+450

1列目　断面 2列目　断面 3列目　断面

5列目　断面 屋根足場立面図

屋根足場　単管

4列目　断面

枠組足場　建枠

支保工（先端に自在ジャッキ）

アクソメ図アクソメ図
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＊足場形状については設計時点の参考案であり、施工にあたっては
　任意の仮設を計画し、承認を得るものとする
＊作業床面については、手すり・巾木等の墜落、落下防止策を講じること



名称工事番号・工事名令和7年度 S=1:150仮設計画図 - 内部足場平面図 A-030

矢野えり子
一級建築士　大臣登録 第 3730009号矢野青山建築設計事務所

第76回全国植樹祭愛媛県実行委員会第76回全国植樹祭お野立所新築工事

2段目(FL+2550) 3段目(FL+3350)
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＊足場形状については設計時点の参考案であり、施工にあたっては
　任意の仮設を計画し、承認を得るものとする
＊作業床面については、手すり・巾木等の墜落、落下防止策を講じること
＊枠組足場の階段は適宜配置すること
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